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モ ル モ ン 経 ，は

神のみ書葉である
大管長

エズ ラ ・タ フ ト・ベ ンソ ン

私
たち末 日聖徒 イエス ・キリス ト教会の会員は，モル

モン経を神のみ言葉であると信 じています。(信仰箇

条第8条 参照)そ れは神 ご自身， またモルモ ン経の記録者，

見証者たちも宣言していることです。そしてモルモン経を

読んで，真実の書物であるという啓示を神か ら受けたすべ

ての人がそのことを宣言 しています。

教義 と聖約20章 の中で，主は，「モルモン経を翻訳するた
ち か ら

め に 天 よ り能 力 を彼(ジ ョセ フ ・ス ミス)に 与 え た り。 こ

の書 の 中 に は … … イエ ス ・キ リ ス トの 完 全 な る福 音 と を載

せ た り。 ま た この 書 は霊 感 に よ りて与 え られ 〔る〕」(教 義

と聖 約20：8-10)と 告 げ て お ら れ ます 。

予 言 者 で あ り， モ ル モ ン経 の 記 録 者 の ひ と りで あ っ た 二

一 フ ァ イ は
， こ の書 物 に は 「キ リ ス トの 言葉 」(II二 一 フ ァ

イ33：10)が 記 さ れ て い る と証 して い ま す。 ま た最 後 の 記

録 者 で あ る モ ロ ナ イ も， 「これ らの こ とが真 実 で あ る」(モ

ロ ナ イ17：35)と の 証 を述 べ て い ます 。

現代 に，天使 として神 から遣わされ，三人の見証者 にこ

れ らの古代の記録を見せた人こそ，ほかならぬこのモロナ

イです。モルモン経 には，三人の見証者の証言が次のよう

に記されています。「われわれは神の御声が明らかに告 げた
ち か ら

も うた か ら， 神 の賜 と能 力 に よ っ て こ の記 録 が 翻 訳 され た

こ と も知 って い る 。 そ れ で あ る か ら， わ れ わ れ は この 経 典
たしか わか

が真 実 で あ る こ と が確 に解 る の で あ る。」

最 も正確な書物

神の指示 を受けてこの記録 を翻訳した予言者 ジョセフ ・

スミスも次のように証 しています。「モルモン経はこの地上

において最 も正確 な書物であ り，私 たちの宗教のかなめ石

であって，人がその教えに従って最 も神 に近づくことので

きる書物である。」(「教会歴史」4：46!)

モルモン経は現代の私 たちのために，神 の霊感と導 きを

受けた人々によって書かれたものです。彼 らがモルモン経
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を記録 したのは，私たちの祝福のためです。 この書物 は現

代に生 きる私たちのために備えられたものなのです。

古代の予言者モルモンは，何世紀にもわたって書き留め

られてきた記録を短くまとめました。そのためこの書物は

彼の名にちなんでモルモン経 と呼 ばれています。初 めから

終わ りに至るすべてのことをご存じの神 は，今 日の私たち

が必要 とする事柄 をモルモンに告 げ，それをその抄録の中

に書 き入れさせました。やがてモルモンは，最後 の記録者

である息子モロナイにその記録 を託 しました。 そしてモロ
1ナイは

，1，500年以上 も前に書 いたこの記録の中で，今 日'の

私たちに対 しt次 のように述べています。「見よ，私はあな

たたちが今 目の前にあるかのよう1こ話 しているが，本当は

あなたたちはまだ生れないのである。rしかし，イエス ・キ

リス トが前以てあなたたちを私 に見せたもうたのであなた

たちの行いが今私に解 るのである。」(モ ルモン8135)

ユダヤ人と異邦人に神を信 じさせる

モルモン経が世に現わされた目的は，そ のとびらのペー

ジにあるように，「ユダヤ人と異邦人とにイエスは永遠の神

なるキリス トにましまして，万国の民に現われたもうこと

を確信させる」 ことです。

モルモン経の最初 の記録者である予言者二一フ，アイはこ

う語っています。

「私が一心に志すところは，すべての人がアブラハムの

神，イサクの神，ヤコブの神 のところへきて救われること

を，かれらに説いて信 じさせることである。

それであるから，私は俗世 間に喜ばれることを書かない

で，神 と俗世問の仲間でない者を喜ばせることを書く。

であるから，私 は私の子孫に人間にとってねうちのない

ことでこの版をふさいではならぬと命 じよう。」(1二 一フ

ァイ6：4-6)

モルモン経はふたつの方法をもって人々をキリス トのも

とに導いています。そのひとつは，キリズ トとその福音に

ついて率直に告げる方法です。モルモン経 はイエス ・キリ
あがな

ストが神の子であること， また私 たちに照 い主が必要であ

り，主に信頼 を置 くことが必要であることを証 しています。

さらにモルモン経は，堕落 と購罪 と福音の第一原則につい

ても証 しています。その中には，へ りくだる心 と悔 いる精

神 を持つことと，みたまによって生 まれることの必要性 も

説かれています。 また，私たちは正義 を守 って終わ りまで

耐 え忍び，聖徒 として徳高い生活 を送 らなければならない

ことも教えています。

偽 りの教えを打ち破る

第2は ，キ リス トの敵を明らかにする方法です。モ ルモ

ン経 は偽 ゆの教義を打 ち破 り，争論を鎮 めるものです。(II『

二一ファイ3：12参 照) 、またそれは，謙遜にキ リス トに従
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う者たちが，今 日の悪魔の企てや戦略， その教えに対抗で

きるよう力を与えるものです。モルモン経の中に描 かれて

いる背教者のタイプは，今 日のそれによく似ています。私

たちが誤 りを見抜 き，今 日の誤った教育や政治，宗教，哲

学などの概念 といかに戦 った らよいかその方法を知 ること

がで きるように，神 は実 に無限の先見の明をもってモルモ

ン経を備 えられたのです。

神は私 たちに，モルモン経を様々に活用するよう期待 し

ておられます。私 たちは祈 りの気持 ちをもって丹念 に読む

と同時に，読みなが らこの書物が神 によって備 えられたも

のか，それとも無学な若者の創作 によるものか，深 く思い

巡 らすことが大切です。そしてこの書物に書かれているこ

とを読み終 えたら，モロナイが勧めているように， これら

の言葉を試 してみなければなりません。「またこの記録 を受

ける時， それが真実なものか どうかをキリス トの御名によ

って永遠の父なる神 に問え。 もし誠心誠意でその上キ リス

トを信 じながら問うならば，神は聖霊の力によってこの記

録が確なもので濁 ることをあなたたちに示 したもうにちが

いない。」(モ ロナイ10：4)私 はモロナイの勧めに従って

みました。そのことでみなさんに証したいと思います。こ

の書物 は確 かに神が備えられたものであり，まことに真実

のものです。

私たちはまた，福音の教 えの基 としてモルモン経 を使む

なければなりません。教義 と聖約42章 で，主は次のように

述べておられます。「また当教会の長老，祭司，および教師

たちは……完全 なる福音を載せたるモルモン経 とに誌され

たるわが福音の原則を教 うべ し。」(教 義 と聖約42：12)

モルモ「ン経 を読み，それについて教 えるときには，その

聖句が「私 たちの学問と利益 になるように」(1二 一ファイ

19：23)見 立てる必要があります。

また，教会 に反対する人々 に対処するときにも，モルモ

ン経 を使 わなければなりません。父なる神 とその御子イエ

ス ・キ リス トは，驚 くべき示現のうちに，ジョセフ ・ス ミ

スのもとを訪れました。その栄 えある出来事の後，ジョセ

フ ・スミスはそのことをひとりの牧師に語 りました。 ζ』こ

ろが驚いたことに，その牧師 は，今の時代 に示現だの啓示

だのというものはない，そのようなものはすべて過去のこ

とだと言って，ジョセフ ・ス ミスをあざけったのでした。

(ジ ョセフ ・スミス2：21参 照)

この言葉は，非教会員や異論 を唱える会員が教会に対 し

て投げかける反論 を象徴するもので した。言い換 えれば，

彼らは，神が予言者たちを通 して今 日も教会にそのみここ

ろを示 されるという事実 を信 じていないのです。堕胎，多

妻結婚， あるいは安息 日の曜 日など， どのような事柄であ

ろうと， それ らはすべて基本的に，ジョセフ ・ス ミスとそ

の後継者が実際 に神 から啓示を受 ける予言者か否かという

点に帰着 します。次にモルモン経 を使 って，多くの反論を
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どのように処理すればよいか， その手順 を示 しましょう。

第1に ，反論 されている事柄 について理解する。

第2に ，啓示か らその答えを出す。

第3に ，その答えがどれほど正 しいものであるかは，啓

示が現代の予言者を通 じて与 えられるか否かという点にか

かっていることを示す。

第4に ，現代 にも予言者 と啓示が存在するかどうかは，

モルモン経が真実か否 かにすべてがかかっていることを説

明する。

したがって，反対者が解決しなけ』ればならない問題 はた

だひとつ，モルモン経が真実か否かです。 もしモルモン経

が真実の書物であるならば，イエスはキリス トであ り， ジ

ョセ・フ ・スミスは予言者であり， また末 日聖徒 イエス ・キ

リス ト教会 は真の教会 であって， この教会 は今 日予言者が

啓示を受けて導いていることにな ります。

私たちの主要な務め

私たちの主要な務 めは福音を宣べ伝えることです。 しか

も，有効 に宣べ伝 えなければなりません。私たちはすべて

の反論に答える義務 はありません。人は皆，信仰 をもって

物事 を決 しなければならない状態に置かれることがいつか

はあるでしょう。そのときにはすべてを自分 自身で決 しな

ければなりません。二一ファイは次のように語 っています。

「あなたたちがもしもこの言葉がキリストの言葉でないと

思 っても，終 りの 日になってキリス トは能力 と大きな栄光
もっ

とを 以 て そ れ が キ リス トの 言葉 で あ る こ と を あ な た た ち に

認 め させ た も う。 そ の と き に あ な た た ち と私 と は キ リ ス ト

の 法 廷 で 対 面 す る。 そ う す れ ば ， あ な た た ち は私 が 弱 い 者

で あ る の に これ ら の事 を書 け と キ リス トか ら言 わ れ た こ と

を知 るで あ ろ う。」(II二 一 フ ァイ33：11)人 は 皆 ， 神 か ら

責 任 を問 わ れ る こ とを知 り， み ず か ら を裁 くに 違 い あ り ま

せ ん 。

主 は モ ル モ ン経 に つ い て，「イ ス ラ エ ル の家 に属 す る ・・…

民 の 旗 」 とな り， そ の 言 葉 は 「世 界 の 隅 々 まで も響 きわ た

〔る〕」(II二 一 フ ァイ129：2〉 と告 げ て お られ ま す 。私 た

ち教 会 員 は， 特 に宣 教 師 は， この モ ル モ ン経 を世 界 の 隅 々'

まで も響 きわ た ら せ， 証 壼 る 者 と な ら な け れ ば な り ませ ん。

モル モ ン経 は私 た ちが 掲 げ るべ き偉 大 な旗 で す。 そ れ は

ジ ョセ フ ・ス ミス が 予 言 者 で あ っ た こ と を示 し， キ リ ス ト

の み言 葉 を告 げ る もの で す 。 そ し て モ ル モ ン経 の もつ 大 き

な使 命 は， 人 々 を キ リス トの も と に導 く こ とで す。 そ の 他

の 事 柄 は す べ て二 義 的 な もの で す 。「あ な た は キ リス トに つ

い て もっ と知 りた い で す か 」 と い うの が ， モ ル モ ン経 の 黄

金 の質 問 で す 。 モ ル モ ン経 に よ っ て 立 派 な求 道 者 が 見 つ か

りま す・ そ こ に は 「俗 世 間 に喜 ば れ る こ と」(1二 一 フ ァイ

6：5)は 書 か れ て い ま せ ん 。 した が っ て ，世 俗 的 な 生 活

を追 い求 め る人 々 はモ ル モ ン経 に 関 心 を示 し ま せ ん 。 こ の
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書物 は人々をえり分 ける大きなふるいなのです。

一 生懸命に学ぶ

モルモン経 に説かれている教えを一生懸命 に学び，また

これを誠実 に伝道の業 に用いている人は，ユダヤ人と異邦

人とレーマン人に私たちの告 げるメッセージが真実なもの

であるこどを確信させるために，神がこの書物を伝道の道

具 として宣教師に与 えておられることをその心に強く感 じ

るに違 いあ りません。

ところが私たちは，十分にモルモン経 を活用していない

のです。もしも私 たちがそれを用いて子供たちをキリス ト

のもとへ導かなければ，家庭は堅固なものとならないでし

ょう。また， この書物 を使って偽 りを明らかにし，それ眞

対抗するすべを学ばなければ，私 たちの家族は世 の流行 や

教えに打ち負かされてしまうかもしれません。宣教師はモ

ルモン経を携 えて福音を宣べ伝 えなければ， よい成果 を上

げることはできません。親 しい交わり，倫理的な面，文化

的な面，教育的な面 に引かれて教会 に改宗 した人も，モル

モン経に記 されている完全な福音にまでその根 を下 ろさな

ければ，現代の誘惑 に耐えることはできないでしょう。ま

たモルモン経を旗 として掲 げなければ，福音を教えるクラ

スは霊的 に満たされることがないでしょう。さらに，神の

み言葉を読 んでそれを心 に留め，秘密結社 を助長 させるよ

うなことをやめない限 り，国家は次第に衰退 するようにな

ります。モルモン経には，過去のアメリカの文明が秘密結

社 のために滅びたことが記録されています。

新たな誓約を心に留 める

初期の宣教師の中のある人々は，伝道の帰途，モルモン

経を軽々しく扱 ったために，教義 と聖約84章 にあるように，

主 の叱責を受けました。そうした行為の結果，彼 らの心 は

暗 くなっていました。主が語 っておられるように，モルモ

ン経 を軽んじる行為は，全教会 を， またシオンの子 らをさ
もと

えのろいの下 に置いたのです。続いて主は言 っておられま

す。「されば人々悔 い改めて，新 なる誓約 すなわちモルモン

経 と先 にわが与えたる以前の誓約 とを思い起 して，ただこ
　ロレ

れ を 口 に す るの み な ら ず，、また わ が 誌 した る所 に従 いて こ
のろ

れを実行するまで依然この咀いの下 にあるべし。」(教義 と

聖約84：54-57参 照)私 たちは今なおこののろいの下にと・

どまってはいないでしょうか。

モルモン経を読む人は，伝道に出たいという気持 ちを抱

くに違いあ りません。現在私 たちはもっと多くの宣教師を

必要としています。 しかし私 たちが必要 としているのは，

モルモン経をよく理解 し，愛読 している人々の所属 するワ

ー ド部，支部や家庭から出る， よく準備のできた宣教師で

す。宣教師としてモルモン経を携 えて人々を訪ね，福音 を

伝 える大きなチャレンジと準備の 日は間近に迫 っています。
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私たちは福音のメッセージを宣べ伝 えるにふさわしい霊的

な宣教師を必要 としているのです。

結果がどのように出るかは，私 たちがモルモン経にどの

ように応じるかにかかっています。

主 は言ってお られます。「信仰をしてこれを受 け入れ義 し
おこない

き行為 をなす人々は永遠の生命の栄冠 を受 くべし。「
かたくな

されど信 ぜず して心 を頑固 にし， これを受 けいれざる
ゆ え ん

人 々 は この こ と 己 れ ら が 罪 せ ら る る 所 以 とな る べ し。

何 と な れ ば，これ を 主 な る神 語 りた ま い た れ ば な り。」(教

義 と聖 約20：14-16)

モ ル モ ン経 は真 実 の書 物 で し ょ う か。 そ う で す 。 確 か に

真 実 の書 物 で す 。

そ れ は だ れ の た め の書 物 で し ょ う か。 私 た ち の た め に備

え られ た書 物 で す。

そ の 目的 は何 で し ょ う か。 人 々 を キ リス トの も と に導 く

こ とで す。

それ は どの よ う に して 行 な わ れ る の で し ょ う か。 キ リス

トにつ い て 証 し， キ リス トの 敵 を 明 ら か に す る こ と に よ っ

て で す 。

私 た ち は モル モ ン経 を どの よ う に使 う べ き な の で し ょ う

か 。 モ ル モ ン経 につ い て 証 を得 ， これ を使 っ て教 え， こ れ

を旗 と して 掲 げ ，伝 え広 め る の で す 。

私 た ち は こ の こ と を行 な っ て き た で し ょ う か 。 ま だ ま だ

十分 で は あ りま せ ん 。

永 遠 の結 果 は， 本 当 に この 書 物 に対 す る私 た ち の 態 度 に

か か っ て い る の で し ょ うか 。 そ うで す。 祝 福 もの ろ い もモ

ル モ ン経 に対 す る私 た ち の 態 度 に か か って い ます 。

生涯にわたって学び続ける

末 日聖徒はすべて，生涯 この書物 を学び続けるべきです。

さもなければ，自分 自身を危険にさらし，信仰 と知識の一

致 をもたらすものをなおざ りにしていることになるのです。

確かに，モルモン経 を読んでキリス トの岩を基 にして立 ち，

鉄 の棒 にしっかりつかまっている改宗者 と，そうでない改

宗者との間には大 きな隔た りがあ ります。

四半世紀前，マ リオン ・G・ ロムニー長老がこのタバナ

クルで次のように語ったことがあります。「私が弁護士 を開

業 しようとしていたときのことです。私 の家族 はそのこと

を少 し心配 していました。私が信仰を失うのではないかと

恐れていたのです。確か に私 は，弁護士 として働 きたいと

思 っていましたが， それ以上に， 自分の証 を保ちたいと強

く望 んでいました。そこで私はちょっとした計画を立てま

した。皆 さんにもお勧めしたいと思います。それは，毎朝

一 日の仕事 を始める前 に，30分 間モルモン経を読むという

計画でした。
・こう・して私 は一 日のうちのわずかな時間を割いてモ

ルモン経を読み続けました。 そしてそれは9年 間続 いたの

聖徒 の道/1988年5月 号

で す。 こ う して私 は， モ ル モ ン経 に書 か れ て い る事 柄 に添

っ た生 活 を送 っ て い れ ば ， 主 の み た ま との 調 和 を保 つ こ と

1がで きる こ と を知 りま した
。

モ ル モ ン経 は ， 何 に も増 し て私 を主 の み た ま に近 づ け て

く れ ます 。」(「大 会 報 告 」1949年4月 ，p.36)

私 も ロ ム ニ ー会 長 の勧 告 に ま っ た く同 感 で す 。

次 に， 私 た ち は モ ル モ ン経 につ い て何 を語 らな け れ ば な

らな い で し ょ う か。 この 書 物 は真 実 の書 物 で あ る と い う 自

分 の 証 で す 。 私 は こ の こ とを ， 自分 が 今 生 きて い る こ と を

知 って い る よ う に確 か に知 って い ます 。 か つ て 予 言 者 ジ ョ
」セ

フ ・ス ミス は次 の よ う に 言 い ま した が ， 私 た ち も これ に

唱 和 し た い と思 い ます 。「私 は兄 弟 た ち に，モ ル モ ン経 は こ

の 地 上 に お い て最 も正 確 な書 物 で あ り， 私 た ち の宗 教 の か

な め石 で あ っ て， 人 が そ の教 え に従 っ て神 に近 づ く こ と の

で き る書 物 で あ る と語 っ た 。」

皆 さ ん が こ の か な め石 に つ い て 知 り，こ れ を 活 用 し，も っ

と神 に近 づ く こ とが で き る よ う に心 か ら願 っ て い ます 。 口

ホームティーチャーへの提案

強 調 点 ：ホ ー ム テ ィー チ ン グ の と き に， 以 下 の 点 に つ い て

話 し合 う と よい で し ょ う。

1.ベ ンソ ン大 管 長 は， モ ル モ ン経 は現 代 の私 た ち の た め

に書 か れ た書 物 で あ る と い う点 を指 摘 して い る。 モ ル

モ ン経 は，「ユ ダ ヤ 人 と異 邦 人 と に イ エ ス は永 遠 の神 な

る キ リ ス ト」 で あ る こ と を理 解 させ る た め に記 録 され

た。

2。

3.

ベ ンソン大管長は，祈 りの気持ちでモルモン経を読み，

忠実 にその教 えに従 うキリス トの謙遜 な弟子は，悪魔

の邪悪 な企てに立ち向かう力を得ることができる， と

述べている。

末 日聖徒はすべて，モルモン経を生涯学び続けていか

なければならない。ベ ンソン大管長 は， もしそうしな

ければ， 自分 自身を危険にさらしていることになると

警告 している。

話 し合いを進めるために

1。 モルモン経の主要 な目的は何か。

2.私 たちはモルモン経が神めみ言葉 であるというこどに

関 して，予言者 たちの証 に依存 しなければならないの

だろうか。 自分 自身でその確信 を得ることはできない

のか。

3.祈 りの気持 ちでモルモン経を読 むことにより， どのよ

うな祝福が得 られるだろうか。

4.モ ルモン経 と，それがあなたにとって重要な意味を持

つものであることについて証 をする。
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与えてくれるもの 日々の糧
ドゥワ ン ・J・ヤ ング

ンジを受 け たの です。 それ まで の私 は，

まだ全 部 を読 み通 した こ とがあ りませ ん

で した。読 んで いて， 真実 であ る とい う
ほお

みた まの証 が感 じられ るた び に涙 が頬 を

伝 わ って きた ことを覚 えて い ます。私 は，
なんじ

主 が 二 一フ ァイ に言 われ た よ うに 「汝 は
ゆえ

信 仰 あ る故 に さいわ い な り。 そ は，汝 へ

りくだ りた る心 もて熱 心 に われ をた ず ね

求 め たれ ば な り」(1二 一 フ ァイ2：19)

と主 か ら言 って もらえ るよ うな ふ さわ し

い人 に な りたい と思 っ た もので す。

そ れ か ら3年 ほ どた って，私 は祝福 師

の祝 福 を受 け ま した。 その 中で私 は， 証

を強 め るた めに祈 りの気持 ちで モル モ ン

経 を読 む よ う勧 告 を受 けた ので す。 こ の

約 束 は， この神 聖 な経 典 を続 け て学 ぶ に

つれ， 年 々成就 され つ つあ ります。

モ ルモ ン経 の教 えのお か げで，祈 りの

必 要性 と祈 りが もた らして くれ る祝 福 に

対 す る私 の証 は大 いに強 め られ ま した。

十 代 の若 者 と して，私 は アル マ書34章17

節 か ら27節 まで の勧告 を文 字 どお りとら

え， 試験 を受 ける前 や， ピア ノの発 表会

の前 に， そ して 人前 で話 を しなけれ ば な

らな い ときな ど，必 ず祈 るよ うに して い
ゆる

ま した。 また赦 しを願 っ た り，知 識 を求

め て祈 っ た り した こ と もあ りま した。私

の 中 には， 天父 が常 にそ ば にお られ，絶

えず私 に平安 と慰 め を与 えて くだ さ る と

い う確信 があ っ たの です。

我 が家 の一番 下 の息 子 ジ ェフが まだ よ

ち よち歩 きの ころの こ とです が，私 は理

由 こそ違 え，イ ノスの よ うに(イ ノス11
ささ

4参 照 〉熱 烈 な祈 りを捧 げ た ことが あ り

ま した。 ジェフ は塗料 用 の シ ンナー を飲

み込 んで しまい，呼 吸 困難 に陥 って し ま

った ので す。私 は彼 を腕 に抱 きかか え る

と，半 狂乱 の まま車 に飛 び乗 り， 呼吸 が

で きる よ うに と主 に声 高 に祈 りなが ら，

近 くの病 院 の救急 室 に駆 け込 み ま した。

永 遠 に も似 た時 間が経 過 した後， 酸素 不

足 か ら体 はか な り青 白 くな って い ま した

が， 気道 が開 き， ジ ェフ は呼 吸 を始 め た

の です。 私 の祈 りは聞 き と どけ られ た の

で す。感 謝 の あ ま り私 は涙 を止 め る こと

が で き ませ ん で した。

その後 の5年 間 は私 に と って生 涯 で最

もつ らい時期 とな りま した。 私 た ち夫婦

は もっ と子供 が欲 しい と思 ってい ま した

が， その祝福 がな かな か与 え られ ませ ん

で した。 その よ うな中 で ヤ コブ書4章10

節 を読 ん でい た私 は， そ の聖 句 か ら慰 め

を受 けた ので す。「主 に向 って勧 め を し よ

う とは しな いで主 か ら訓戒 を受 け よう と

せ よ。 ご らん， あ なた たち は主 が智 恵 と

正義 と大 きな憐 み とを もっ て，造 りた も

うた万 物 を勧 め戒 め て治 め た もうて い る

こ とを知 って い る。」主 は， 私 た ち にと っ

て何 が一番 よい か を私 たち以上 に よく ご

存 じで ある とい う こ とを理 解 す る必要 が

あ った ので す。主 に信 頼 を置 くよ うにな

って か ら， 私 の心 は安 ら ぐよ うに な りま

した。そ してそ の後 ，私 たち は多 くの子供

に恵 まれたの で す。それ は確 か に，主 の時

間表 に合 った もの だ ったの で し ょう。

人 生 に は試 練 が つ き もの です。 しか し

モ ルモ ン経 は私 た ちが それ らに積 極的 に

取 り組 む力 を与 えて くれ ます。 ヒラマ ン

に対 す る アル マの忠 告 は，長 い間私 の 目

標 とな って きま した。 アル マ は こう言 っ

て い ます。「朝起 きる時 には神 に感謝 す る

念 を胸 に満 せ。」(ア ル マ37：37)こ う し

た感 謝 の気持 ち は， その 日一 日を幸 せ に

して くれ る はずで す。

責 任 が与 え られ， 自分 の能力 の無 さを

感 じる とき，私 はアル マ書20章 の4節 に

ある アル マ に与 えた ラモ ー ナイの指 示 を

思 い起 こす よ うに して います。 ラモー ナ

イの この 言葉 は私 に対 して与 え られ た も
なんじ ちか ら

ので もある ので す。「われ は汝 が主 の能 力

で何 事 で もで きる こ とを知 って いる。」こ

の言葉 は どんな責 任 を も積 極 的 に受 け入

れ，前 進 して い く勇気 を与 えて くれ ます。

私 に と ってモ ルモ ン経 を通 して得 られ

た最 も大切 な もの は， 救 い主 イ エ ス ・キ
けいけん

リス トに対 す る深 い愛 と敬 慶 の念 で す。

私 は二 一 フ ァイ第三 書 を読 む たび に， 私

もその場 にいて ，御 父 に語 りかけ られ る

主 のみ声 を聞 き，子 供 た ち を祝福 され る

主 に まみ え るこ とがで き たな ら と願 わ ず

には い られ な いの で す。(III二一 フ ァイ17

参 照)し か しこの偉 大 な書 物 を祈 りの気

持 ち で読 む とき に， 私 に も その主 のみ言

葉 が聞 こえて くるの を感 じます。私 の証

は確 か に強 め られ， よ り豊 かな人生 を送

って い ます。私 た ちが 自分 の務 めを果 た

し， 「キ リス トの 言葉 を よ く味 わ」う(II

二一 フ ァイ32：3)な らば， そ れ らは私

た ちの なす べ き ことをす べ て教 えて くれ

る に違 いあ りませ ん。□
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南ア7リ カの高等評議員は，孤立 した黒人の

会員たちへの奉仕によっτ強められτ のった

ダ 乏薪灘 顯 ㌫響轡 弊葺岱論
に訪 れ た 旅 は， 忘 れ られ な い数 々 の 経 験 の 始 ま り で した 。

それ らの 経 験 を通 し て， 天 父 が神 の 子 を 人 種 を超 え て導 き，

神 に仕 え る者 た ち に愛 とみ 守 りを 与 え て お ら れ る こ と を理

解 す る よ う に な りま した 。

ク イー ン ズ タ ウ ン は ケ ー プ ・プ ロ ビ ン ス の東 部 に位 置 す

る盆 地 で ， シ ス キ と トラ ン ス キ の 黒 人 た ちが 居 住 す る州 の

境 の と こ ろ に あ り ま した 。 私 の担 当 は 海 沿 い の イー ス トロ

ン ドン， ク イー ン ズ タウ ン， シ ス キ の サ ダ と シマ ゼ ー ラー ，

トラ ン ス キ の イ リン ゲ の 各 ユ ニ ッ トで し た。

最 近 ジ ン バ ブ エ の ハ ラ レか ら移 住 して 来 た ば か りの私 は，

最 初 は ダ ニ ス ・ロー ベ ン ヒ ー マ ー 兄 弟 の 同 僚 と し て訪 問 し

ま し た。 彼 は以 前 地 方 部 長 会 の責 任 に あ り， 私 の 担 当地 域

の事 情 に よ く通 じて い ま した 。

●サダ支部 の会員たち

ゼーラ ーヘ
E・E・ フ ー リ ー

葬 儀 店 の 集 会 場

ク イー ン ズ タ ウ ン 支部 の 集 会 場 は一 風 変 わ っ た 場 所 で，

非 教 会 員 が経 営 す る葬 儀 屋 の建 物 を無 料 で 借 りて い ま した 。

そ こ に は羽 目板 の 壁 と薄 暗 い照 明 ， そ して オ ル ガ ン が一 台

あ り ま し た。 聖 餐 会 の最 後 の話 者 は い つ も， 教 会 の横 で 鳴

る鐘 の 音 の邪 魔 が 入 り ま す。 その や か ま しい 音 は時 折 数 分

も続 く こ とが あ っ て， 話 者 は そ の 間話 を 中 断 す る か， あ る

い は 鐘 の 音 よ り も大 き い声 で話 す か し な け れ ば な り ませ ん

で し た。 支 部 の 集 会 は 日曜 日の 朝7時 に始 ま るの で， 集 会

を終 え て か ら遠 く離 れ た黒 人 の 諸 州 の 支 部 を訪 問 す る に は

十 分 に時 間 が あ りま し た。

ク イー ン ズ タ ウ ンヘ の 最 初 の 訪 問 が 終 わ る と， ロ ー ベ ン

ヒー マ ー 兄 弟 と私 は イ リ ンゲ に向 か い ま した 。 そ こで は オ

ー グ ス テ ン ・ム ジ ェー バ 支 部 長 を は じ め と して70人 以 上 の

聖 徒 た ち に会 い ま し た。 彼 ら の集 会所 は， 波 形 の トタ ン屋

根 と汚 れ た 床 の学 校 の 教 室 を借 りた も の で ， ア フ リカ の太

鼓 で歌 の リ ズ ム を と る他 の 宗 教 団体 と共 同 で建 物 を使 用 し

て い ま した 。 太 鼓 と歌 で 集 会 を 中 断 さ れ る こ と は あ っ て も，

私 た ち は み た ま を 強 く受 け ま した 。 そ う した 環 境 の 中 で集

って い る聖 徒 た ちか らは 温 か い愛 を感 じ ま し た。

ク ィー ン ズタ ウ ンヘ の2度 目の 訪 問 で は， サ ダ支 部 と シ

マ ゼ ー ラー 支 部 に立 ち寄 る こ とに な り ま し た。

ユ ニ ー ク な ハ ー モ ニ ー

サ ダの 教 会 員 も イ リ ン ゲ と 同 じ よ う に 学 校 の校 舎 で集 会

を して い ま した が ， 違 う点 は床 が 松 の枝 で で きて い る こ と

で した 。 ヘ ドマ ン ・ク ゥ オ ー ラ支 部 長 が 人 な つ こ い笑 顔 で ，

私 た ちの 到 着 を 迎 え て くれ ま し た。 こ こで も再 び ，60人 以

上 の 支部 の会 員 が 私 た ち を握 手 で 歓 迎 し よ う と， 一 列 に並

ん で待 っ て い て くれ ま し た。

私 た ち に彼 らの コ サ語 が わ か ら な い の と 同 じ よ う に ， 彼

ら も英 語 が わ か ら な い の で， 支 部 で は 通 訳 者 を使 い ま し た。

(高 等 評 議 員 は言 葉 を勉 強 す る よ う に と い う ス テ ー キ 部 長

の指 示 が 出 て か らは ，こ の 障 害 も克 服 さ れ つ つ あ り ま す)こ

れ らの 支 部 で 聞 く歌 はす ば ら し い もの で した 。 澄 み切 っ た

響 きの よ い 声 で 全 身 か ら表 わ す喜 び の 歌 。 そ の す ば ら し い
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ハ ー モ ニ ー と声 量 に，ぜ ひ 耳 を傾 け て い た だ き た い もの で す 。

サ ダ 支 部 の聖 徒 た ち との 霊 的 な 集 会 を済 ませ る と， 私 た

ち は 曲 り くね っ た砂 利 道 を シマ ゼ ー ラ ーへ と出 発 し ま し た。
や ぎ

途中の道では道路にさまよい出て来る羊や山羊に絶えず注

意を払っていなければなりませんし，石 ころだらけの川底

を渡るときも注意しなければなりません。振動のために車

のマフラーがはずれて しまったこともありました。

シマゼーラーでは，ウィル ソン ・ヌクンクワと妻である

ジュディス ・ヌクンクワ， それに8人 の子供からなる非常

に霊的な家族に会いました。典型的なロンダバル(南 アフ

リカ原住民の丸 い小屋)の 石の外壁には，ヌクンクワ兄弟

が施 した見事な細工があ ります。また， しみひとつない清

潔な家の壁には，大管長と教会幹部の写真，それに讃美歌

の歌詞が書いてあるポスターがかけてあ ります。

ローベンヒーマー兄弟の言葉 を借 りれば，謙遜な彼 らの
けいけん

家庭では子供たちまでがやさしい口調で語 り， その敬度iさ

と霊性はあたかも主の宮居 にいるようで した。

苗週の訪問

最初のころの訪問の直後 に，ローベンヒーマー兄弟がイ
ース トロン ドンワー ド部の監督 に召され

，我が家 もクイーン

ズタウンに引っ越 しました。私はクイーンズタウンの宣教

師と家族の協力を得て，以前は月に1回 だった遠い支部へ

の訪問を毎週行なうようにしました。

クイ～ンズタウンの黒人居住区で暴動が起 こるまでは，

この訪問も成功のうちに続 けられていました。 しかし，暴

動が激しくなるにつれて，教会の集会ができなくな り，サ

ダの学校 の一部が焼かれて，教会員には集会所がなくなっ

てしまいました。安全のために宣教師が召還され， このよ

うな地域への訪問 も主のみたまによる勧めがあったときだ

け行なわれるようになりました。

ある日，そうした訪問で息子と共にサダヘ行 った私は，

支部の兄弟たちが地域のすべての男性たちと共 に，政治集

会に強制的に出席させられていたことを知 りました。 しか

し私 たちは姉妹 たちに霊的な励 ましを与えることができ，
いや

またひどい頭痛 に悩 まされていた姉妹 に癒 しの儀式を施 し

ました。

主のみ守 りを求めて

次の目的地はシマゼーラーで した。私たちがヌクンクワ

兄弟を訪問すると，前の晩に地域の若者たちがいくつかの

家族を襲 って家に押し入 り，殴打 したことを教 えてくれま

した。ヌクンクワ家族はひざまずいて祈 り，主のみ守 りを

求めました。翌 日の安 息日の朝になりましたが，彼 らの家

は無事 に壊 されずに済みました。

後 日シマゼーラーを訪問した私 と息子の リチャー ドは，

ヌクンクワ兄弟が重病であることを知 りました。そこで私
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た ち は 聖 餐 の祝 福 を し た の で す が ， ヌ ク ン ク ワ兄 弟 が聖 餐

に対 す る敬 慶 な 思 い を 表 わ す た め に， 上 着 とネ ク タ イ を身

に つ け な け れ ば な らな い と言 う の で， 結 局 起 き上 が って 洋

服 を着 る ま で待 っ て い ま した。 彼 は私 と リチ ャ ー ドが 必 ず

そ の 日 に来 る こ と が わ か っ て い た こ と， そ して み た ま に よ

っ て す べ て が首 尾 よ く行 な わ れ る こ と を知 ら され て い た こ

と を， 涙 な が ら に話 して く れ ま し た。 私 た ち は 帰 る前 に，

神 権 の権 能 に よ っ て ヌ ク ンク ワ兄 弟 を 祝 福 し ま した 。

翌 日 ヌ ク ンク ワ兄 弟 の具 合 を見 に行 く と， 奥 さ ん の ジ ュ

デ ィス が い て， ヌ ク ン ク ワ兄 弟 は す っ か り元気 に な って 畑

を耕 し に行 っ て い る と言 う の で す。

警告に耳を傾 ける

ある日曜 日，サダの会員たちに会いに行 こうとしていた

私は，不吉なものを感 じました。そこで妻 に，私が行かな

いとしたら会員 たちをがっか りさせることになると思 うと

話すと，彼女の返事 はこうで した。「アー二一，みたまが行

かないように勧 めるのなら， その警告 に耳 を傾 けなければ

いけないわ。」私 はそのとおりにしました。次 にサダを訪問

して，彼女の忠告が賢明であったことがわかりました。も

しその 日曜日に訪問 していたら，私 は暴動 に巻 き込まれる

ところでした。警察 は怒 り狂った群衆を鎮圧するために催

涙 ガスを使 い，そのガスのために聖徒たちは避難しなけれ

ばならなかったのです。

トランスキの州政府は可能な限 りの治安 を回復 し，私 は

イリンゲヘの定期的な訪問を続けました。 しかしクイーン

ズタウンとシスキー帯では，依然として暴動が続いていま

した。サダの聖餐会の出席者は急激に減 っていきました。

私 は再び， 日曜 日のサダの集会 に行かないようにという

導 きを感 じました。今度は何 の疑 いもなくその警告 に従い

ました。クォーラ支部長が後 に話 して くれたのですが，サ

ダの会員たちは私がその日に訪問をしないようにと，熱烈
ささ

な祈 りを捧げていたそうです。クォーラ支部長 を密告者，

そして私を政府のスパイだと思い込んだ男 たちの一団が，

私 を取 り押さえようと待ち伏せていたのです。

悲しいことで したが，混乱が治 まるまでサダ支部 を閉鎖

するよう，私はステーキ部長に勧めました。閉鎖 は実行 さ

れ，支部は4カ 月問だれ も訪れることのないまま放置され

ました。その後サダの状況 を確かめるために戻 った私 とブ

ライアン ・シンパー兄弟は，会員 たちが4カ 月間を無事に

耐 え抜いていたことを知 りました。
あつ

クイーンズタウンの会員や心から奉仕 している信仰篤い

宣教師たちもそうですが， イリンゲとシマゼーラーとサダ

の全員 たちとの交わ りはまさに祝福で した。アフ リカの

人々と共 に福音を分 かち合 う業に励 んできて，やがて成就

されるであろう大 いなるみ業に対する証を，私は彼 らによ

って得ることができたのです。□



答応疑質
αあ

。

で

ん

の

せ

も

ま

た

り

れ

あ

ら

は

え

で

与

の

て

も

し

る

と

す

助

言
一
自旦

の

に

決

式

解

公

題

を

問

義

は

教

え

の

答

会

の

教

誌本

た

こ

つ
る

。
．

持

す

か

を

り

う

問

た

よ

疑

つ
し

て

か

で
．

い

な

と

つ

て

こ

に

持

い

と

が

な

ご

信

け

の

確

い

会

，
は

教

り

と

　

い

る

長

す
。
宗

員

改

会

に

【

部

会

噛

罫

輔

ン

２

７ー

ビ

第

１９

カ

コ

与

８
鮎

ア

フ

め

リ

リ

求

イ

吻

馳

ウ

ル

を

・
ヒ

会

ヤ

ン

教

縮
嵩

卿

回

サ

（

間

ｂ

て

れ

に

た

の

て

対

得

え

ブ

な

人

，

う

ん

し

け

身

え

そ

め

に

に

答

コ

あ

の

に

。
疑

麗

諺

趨
藷

榊
畷
乱

療

そ
辮
評

り

す

々

受

た

た

か

指

。
人

が

か

か

わ

目

す

く

々

を

を

ｄ

が

の

で

抱

人

心

心

れ

も

考

信

解

で

さ

ま

求

で

疑

は

し

ば

え

あ

さ

る

と

分

の

を

な

ら

の

し

の

で

。
理

問

全

，
探

人

た

彼

で

れ

与

で

な

い

こ

自

な

問

実

か

そ

。
の

あ

に

る

め

て

い

て

要

疑

誠

る

，

も

逆

こ

す

の

疑

完

に

と

く

い

か

く

こ

で

分

た

不

中

力

い

て

た

た

が

人

れ

求

似

な

し

必

な

切

あ

り

脚
読
舗
繍
㈱
繋
謄
慰
纂
激
撫
騨
騰
畿

轡

騰

溜
罐

瓢
総

伽欝
幡徽

懸

畝
蹴
跡
慨
擬
醍
嵐
詠
癒
望

脚
凝
師
胤
窃
謡
鷹
駄
憩
鷲
都
批
弧
捌

領

移
漏

麓

嘉

駄
蕪

獅
轄

眺
羅

娠
隈
劫
揺
議

駈

，
せ

よ

な

く

実

疑

る

の

と

い

は

し

安

と

は

人

在

抱

人

も

よ

フ

誠

ら

と

不

こ

の

な

存

を

る

力

う

セ

，
か

ち

も

が

わ

吹

誠

な

得

経
秘悶

つ

者

の

，
る

い

実

だ

問

れ

解

い

ヨ

と

節

う

め

る

疑

の

，
実

を

ン
く苦

に

る

も

ら

れ

な

誠

ま

疑

な

理

と

ジ

う

５

の

が

め

，
風

り

誠

証

モ

う

福

す

す

な

ら

ら

た

が

な

に

，
る

い

よ

章

た

と

求

だ

，
ま

。
や

ル

わ

祝

に

示

ぜ

え

な

け

識

う

遜

て

れ

若

得

１

が

，
い

た

は

つ

す

識

モ

味

る

な

を

な

考

ば

つ

知

よ

謙

し

ら

を

書

た

は

願

人

ま

知

が

け

く

う

さ

い

真

を

ど

任

う

ら

証

か

に

い

か

に

る

ち

・い

き

す

た

に

真

と

頼

私

期

が

た

信

は

時

ち

し

を

か

な

た

を

主

く

ろ

私

心

。
置

い

，
決

す

を

ろ

は

く

で

頼

い

主

い

柄

信

の

。
て

事

に

涯

す

つ

な

主

生

ま

守

的

け

，
し

を

む

信

れ

知

は

そ

す

の

め

と

を

は

ら

で

で

，
で

問

求

う

識

に

得

い

と

は

と

疑

を

よ

知

ら

が

思

こ

の

こ

い

え

せ

ら

さ

信

な

い

い

う

な

答

さ

か

，
確

実

悪

な

い

で

の

得
路
心

で

，
誠

も

ら

と

う

実

を
証
真

。
し

な

く

そ

真

解

，

，
理

は

え

と

り

し

に

う

こ

限

だ

常

く

る

る

た

を

い

す

い

．。

問

て

り

て

ん

，疑

め

た

め

せ

な

強

つ

求

ま

う

を

か

を

り

よ

仰

な

識

あ

の

む
か

に

疑

と

う

理

な

う

よ

真

実

よ

し

て

誠

し

で

し

。
歩

何

ぞ

す

進

は

。
ま

，

い

す

め

め

違

ま

努

求

む

人

だ

は

達

れ

す

階

り

個

れ

人

到

そ

ま

段

た

す

少

ば

お

と

に

ど

た

に

，

む

さ

い

か

す

持

す

い

実

ま

さ

で

の

で

違

て

的

判

し

感

立

続

批

む

信

対

永

は

か

不

ら

を

人

ろ

や

か

体

な

こ

い

向

自

実

ど

疑

つ

問

誠

す

て

真

疑

不

示

が

に

の

た

を

や

柄

そ

っ

解

は

事

は

い

理

れ

や

問

う

に

そ

え

疑

そ

識

て

考

い

。
知

し

い

な

す

そ

な

の

ま

ら

。
て

は

い

れ

合

そ

度
。
の

か

仰

う

信

よ

の

し

人

で

の

何

ぞ

は

を

の

惑

も

疑

む

や

生

安

を

不

い

く

い

で

は

れ

て

問

は

な

人

。
誠

し

固

の

信

の

な

し
、

常

た

ま

仰

得

さ

い

抱

と

と

け

し

疑

問

全

る

す

，
て

頑

も

確

る

う

見

非

ま

。
信

を

だ

て

を

こ

こ

な

と

な

疑

完

い

で

べ

せ

や

く

，
な

よ

一

は

，
す

で

証

く

め

問

る

つ

か

の

実

な

り

て

人

比

さ

ち

抱

り

に

の

。

仰

か

ま

法

め

て

求

疑

あ

持

お

も

誠

実

よ

い

る

に

と

持

を

わ

う

こ

す

信

糊
鷺
叢

蕪

鐵

蒲
敵
朧

潮
雅

噸
鷹
雛

１３号胴脚鵬／道の徒聖



、

　

る

に

て

を

く

つ

も

４２

る

は

永

誠

聖

も

ず

中

以

実

な

あ

り

一

す

ち

て

「

は

た

飯

生

の
を
の
、
で
。
綴

欝

惚

乱

口

命

が

信

言

こ

貴

も

３２

を

。

に

た

ば

…

羅

嬬
灘

伽議

岬蟹

・鰻

鵬

鷲

禦

臨

鑑

鵬

伽

で

下

う

勉

ら

食

の

く

も

イ

い

「

あ

じ

の

ん

を

よ

に

な

を

こ

甘

り

ナ

つ

ず

が

信

も

げ

根

の

う

る

れ

。

も

よ

ロ

に

ま

要

を

な

へ

き

は

は

こ

よ

て

そ

う

り

の

モ

さ

，

必

ト

カ

め

木

く

育

で

ろ

よ

も

の

。
つ

い

ま

あ

の

い

そ

う

が

養

る

で

も

清

よ

う

根

を

ち

い

い

る

鵜
騰燃瀬

継

木

神

気

と

渇

て

白

Ｃ

を

心

仰

葉

と

重

の

を教でまる解が義奥の神ずらこのつ一く全は者い

け

か

従

だ

れ

に

う

そ

意

賜

。
の

を

る

魔

え

な

悪

畷
婁

榊
麓

僅

ら

亡

誠

に

」

リ

…

せ

の

き

問

キ

…

ま

別

と

に

上

て

り

な

る

神

の

つ

あ

要

め

る

そ

よ

い

必

求

な

で

に

違

に

を

父

意

力

に

め

か

の

誠

の

」

た

何

遠

心

霊

う

聖

る

ば

証

せ

い

認

す

く

り

ち

。

が

勧

池

効

臆

吐

櫨

硬

ひ

甲

株

め

し

」

と

自

あ

な

よ

る

つ

」

，
し

。
そ

が

た

も

は

は

の

め

持

意

ば

で

実

は

う

ス

確

ん

か

て

要

で

そ
．
求

へ

誠

れ

る

繍
鷲
輪
灘

に

い

悪

：

は

識

は

を

義

よ

ら

せ

せ

むす

こ

れ

ル

か

の

，
心

，
．

で

な

く

ア

ま

そ

て

の

し

う

切

て

ー

に

。

つ

心

長

よ

大

え

㍉

中

す

が

信

成

卿

紺

轍

謝

勧

昧

砿

杯

腹

“
籍

麟
騰

嚇．

ら

方

ー

を

彼

種

，
そ

π

う

つ

必

の

。

を

ろ

心

す

か

ど

あ

く

る

ん

解

こ

誠

に

わ

繊
　欝

あ

る

眠

あ

子

分

つ

で

あ

は

で

種

自

知

識

で

の

ら

，
は

て

知

全

も

か

き

ち

じ

な

完

う

る

開

た

感

全

は

言

あ

く

た

を

完

て

と

が

き

な

と

は

し

仰

識

大

あ

こ

の

関

信

知

を

，
る

る

に

の

に

心

ら

く

知

み

ち

で

の

か

て

に

の

た

す

ち

る

け

う

と

た

が

た

あ

開

よ

こ

な

ち

た

で

が

の

の

あ

た

な

の

頭

不

，

ー

き

問

ま

疑

を

の

種

次

に

て

う

し

よ

う

じ

こ

同

は

ざ

人

い

む

る

て

す

で

実

い

け

で

る

の

る

勉

あ

ら

で

が

葉

な

言

け

御

設

の

ち

神

待

「
。
を

か

時

う

る

よ
な
生

し

の

む

な

つ

は

１２

ち

知

マ

仰

定

に
叔
膨

さ

り

す

た

り

と

れ

が

吹

し

ル

か

へ

繰

果

る

。

く

，

人

マ

持

，

ル

信

と

ま

に

め

た

で

な

通

・
こ

こ

葉

を

増

ア

心

γ

を

結

め

な

る

た

ら

の

ル

気

て

ア

。
ー

た

第

深

つ

の

あ

の

の

。

言

芽

が

ー

真

識

程

の

始

し

わ

か

か

ら

ア

な

つ

。

す

２６

み

次

を

取

ぶ

て

そ

こ

る

の

に

力

ｄ

を

知

過

そ

え

に

賜

を

る

れ

ー

安

が

す

ま

：

の

，
力

き

結

さ

。

，

い

神

う

解

る

理

な

る

は

は
生

な

を

心

あ

ご

司

不

た

で

い

３２

主

は

解

抜

を

「

か

ら

て

。

よ

理

い

真

全

て

で

が

く

え

で

ら

う

し

と

て

マ

れ

種

理

で

実
．．

る

か

つ

る

の

の

て

完

育

木

　

こ

こ

る

た

あ

た

の

３４

て

向

の

な

ぞ

が

だ

す

な

に

し

分

：

め

を

す

う

ら

ち

た

関
．
あ

で

出

自

３２

求

心

返

ど

か

た

，

に

は

す

き

，

マ

ら

と

り

は

時

１４



Ｏ

え

持

か

考

を

う
．

を

え

よ

供

考

し

提

な

で

器

う

る

臓

よ

い

の

の

て

め

そ

っ

た

’
違

の

か

間

植

す

は
．

移

ま

と

は

い

こ

私

て

つ

噛

と紛２４０マルげＬい億らなくなも

覗

叙
難

醜
欝

蹴
諜

人
し

錨

繕

鑓

魏

諺

難

舳
飢
禦ま

移

福

・
手

，

命

せ

や

家

と

い

殿

の

な

し

ー

・

７
」

む

の

い

た

族

た

に

す

に

そ

て

け

家

れ

善

ま

間

た

け

受

。
さ

改

り

る

ま

が

を

す

植

状

あ

い

が

手

助

ま

移

病

も

て

々

を

援

い

が

も

族

き

人

植

な

て

器

と

家

生

っ

臓

り

た

，

の

移

Ｕ

燭

引

糊

蝸

勲

臆

弛

媒

を

こ

し

し

を

し

愛

が

起

施

ま

の

接

た

ネ

い

も

い

も

と

て

ハ

思

り

言

る

々

捨

ヨ

を

よ

う

あ

人

を

と

葉

と

こ

に

る

己

ロ

言

こ

は

し

あ

自

テ

た

る

ロ

た

に

る

ぺ

つ

れ

テ

わ

場

あ

．た

言

さ

ぺ

，

，

ル

こ

カ

植

を

私

紙

生

が

に

死

族

受

う

に

不

そ

い

無

ω

よ

ば

ま

供

と

も

。

・
し

れ

り

提

こ

て

す

臓

。
や

祝

坊

や

で

の

ら

気

た

側

と

神

足

由

貧

ー

３

供

け

あ

は

な

し

ま

な

は

よ

。
し

徒

提

な

が

で

う

供

き

要

で

し

筋

す

供

い

力

話

方

人

知

病

き

る

る

は

る

自

毛
購
羅
弘
騨
嚇
翻
伽
両
動
Ｋ
墨
勘
認
ひ
所
質
批
僅
擬
謎
腰
髄
鯨
縦
斑
秘
堀
鷺

物
瓢
驚
翻
劉
欝
総
蹴
補
欝
鯖
綿
野
驚
籍
嬬

り

東

一

族

何

々

死

と

立

た

器

こ

や

る

乞

ま

願

。
げ

家

条

れ

よ

に

ば

送

生

つ

必

え

約

家

る

人

の

こ

役

ま

臓

命

見

物

し

を

た

あ

い

入

に

性

れ

を

な

る

アエヴ
）

●
擁

○

ル

，

塾

騰

回

セ

サ

（

医

，
移

し

を

つ

も

。
膜

の

ま

織

よ

の

す

角

部

き

組

に

も

で

，

一

て

や

器

る

つ

臓

の

し

器

臓

れ

と

腎

体

歩

臓

，
さ

ひ

た

身

進

の

に

供

の

れ

ど

に

定

う

提

異

さ

な

で

特

よ

に

驚

冒

臓

ま

て

の

ち

の

に

い

ど

つ

ど

う

学

気

す

ほ

立

な

な

医

病

，
る

先

臓

在

の

は

膚

れ

に

腎

健

代

い

皮

わ

死

，
が

時

る

，
な

は

が

者

の

あ

髄

行

者

す

供

今

，
骨

に

供

ま

提

，
傷

，
的

提

い

て

は

損

骨

般

の

で

じ

植

，

，

一

ど

え

応

移

は

臓

り

ん

考

に

し

に

上

険

あ

活

厳

頭

向

危

で

生

当

く

の

た

人

な

相

よ

術

れ

な

常

，
を

技

ら

康

正

は

と

植

見

健

分

々

こ

移

く

。
十

人

い

と

よ

た

で

る

な

査

で

し

臓

い

れ

審

ま

ま

腎

．

て

な

な

前

り

の

え

に

重

年

な

方

考

者

慎

数

く

片

と

供

。
が

な

う

う

提

す

者

は

も

と

す

題

慮

問

熟

な

て

的

つ

人

も

個

を

り

り

な

祈

か

は

だ

題

ま

問

が

た

植

し

移

う

□

器

こ

。
、つ

む

器

学

肝

な

と

る

要

す

な

刻

す

植

な

す

移

か

と

明

も

，
か

ほ

す

必

ま

ん

深

ま

移

の

ま

器

し

こ

は

足

臓
臓

が

。
供

は

り

ど

り

い

器

分

い

臓

。
う

と

手

心

植

た

提

て

あ

な

で

臓

自

て

ん

ま

こ

「

か

ん

，

し

れ

せ

し

い

は

か

も

ら

に

下

さ

ま

て

な

ち

に

薙
講
盤
鞭
罫
鵡

簾

醐

鍋

艇

嶺

凹

駝

勲

尉

詑

躰

，
教

対

調

め

２

解

元

及

う

な

が

宗

に

を

求

８

見

本

を

こ

全

す

，
題

報

り

謁

な

基

響

起

｛元

式

の

影

が

の

で

的

問

情

祈

　

㊨

樋

蜘

叔

離

一
舩

馳

激

銅

眺

も

，
重

は

知

７

一

ぐ

復

器

の

合

的

の

ち

て

．
．
は

す

が

臓

元

　

鷲

欝

堺

欝

灘

棚

慧

蝋
騒

醗

職
欝

繍
、

科

な

。

に

し

。
植

し

か

ら

骨

１５号明曄㎜趣齢劉



凹の乃 贋qぺ ひ民
グアテマラのケ ヅァルタナンゴτ三

代にわた り福音を築 きあげτきた人

ドン ・L・サ ー ル

●若 き日 のリ カル ド ・ペ レス

舅 黎拓 ㍊欝 雛 雛柔蓑難 ，磯 、鞭.灘 灘
はたしてそのよう鰍 会はあったので しょうか塞

，.、 鑛 欝i盤 縣

蒸 鞭撫鋸螺 雌 艦 趣 隈 縢1灘 聾

欝 藤嚢1蕪ll擁・麗 細 欝…
た って ， 彼 は心 の 中 で これ ま で の 誤 っ た教 え に も別 れ を告 露，

げ た の で した 。 そ して 彼 は新 た に， 神 の 認 め た も う教 会 を，

編 驚 麟 籍 み一 しかし黙1蔽
.!， 騒鑛

寛讐鍵鷲 鍛講騰灘1雛 劣 盤難撫
研 究 を通 して ， 彼 は真 実 の教 会 に は生 け る予 言 者 や使 徒 ，

浸 礼 ，会 員 に対 す る適 切 な聖 餐 の執 行 な ど 明 ら か な特 徴 が11… 羅 ノ、、，

あ る は ず だ と い う 強 曜 信 が あ っ た の で す・ ・翻 、 疑、1難

.難鴇製 囎 難 羅 畷 …・ 　 購鱒
よ く北 ア メ リカ か ら来 た若 者 た ち を見 か け る け ど， 聖 書 を1撒 卵

売 っ て い る よ う だ よ。」リ カ ル ドの 営 む 洋 服 屋 の 店 員 の ひ と

りが 言 い ま した 。 ち ょ う ど そ の と き， ふ た りの末 日聖 徒 の

宣 教 師 が 店 の前 を通 りか か っ た の で す 。「あ の 人 た ち だ よ。」4.ケ ッ ァ ル9ナ ン ゴ西 ステ ー キ部セ ン9一

店 員 が 言 い ま し た。2.ペ レス 家族

宣教 師 た ち は， 本 を 売 っ て い る の で は な く福 音 を宣 べ 伝3.グ アテ マラ の市 場

え て い る こ と， 聖 書 だ け で な くモ ル モ ン経 と呼 ばれ る書 物4.若 き 日のペ レ ス兄弟 ， 姉妹

の 教 え も伝 えて い る こ と な ど を説 明 し， 興 味 が あれ ば1週5.現 在 のペ レ ス兄弟 ，姉 妹

間 モ ル モ ン経 を貸 し出 す こ と を 申 し出 ま した 。6.娘 の アン ヘ リナ

r神 の こ と に つ い て も っ と詳 し く知 りた い と思 って い た7 .息子 のイ ス ラー ル， グア テマ ラ の地 区代 表 の任 にあ る。
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、

儀の

殿

め

神

固

ナ

び

ゾ

結

リ

が

ア

族

た

家

け

ス

受

レ

を

ぺ

式

●

む

た

い

も

を

に

て

そ

び

り

が

い

勇

た

つ

律

収

し

く

ろ

し

強

た

寺

で

つ

，
た

た

会

て

び

し

に

の

，
で

て

な

。

ま

に

れ

削

す

な

と

び

し

教

し

喜

ま

会

一

で

と

け

に

う

た

信

彼

を

す

ぐ

で

り

娘
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は什分の一を払 う方法はきっと見つかるという判断の もと

に，すぐにバプテスマを許可 しました。確 かに，什分の一

を納めることは想像 していたほどむずかしいことではあり

ませんでした。

リカル ドとイグナシア，それに3人 の上の子供 たちアン

ヘリナ， ホルハ，テレサ は，1954年1月26日 ，バプテスマ

を受けました。下の息子たちイスラール， ビク トルはまだ

年が満たないためにバプテスマを受けることはできません

でした。また彼 らの一番下の息子ホセア ・リカル ドは，ペ

レス家族 が教会員となって3年 後 に生 まれています。

こうしてリカル ド・ペ レスは，新たな信仰 に対する新 た

な決意をもって，数々の指導者 としての責任 を受けること

にな ります。彼と妻は共に， グアテマラの高地 に住むマヤ

族の子孫です。教会員 となったばかりの彼 らほ，子供たち

を連れて約25キ ロほど離れた山あいの大 きなインディアン

部落 トートネカパ ンにある支部の集会 に集いました。ペ レス

兄弟 はのちに，ケツァル、タナンゴの支部の支部長に3度 ，

地方部の副地方部長，地方部評議員，監査員 に召されてい

ます。監査の仕事は月に4度 の日曜日だけでは足 りず，週

日に遠隔地の支部を訪問することもしばしばで した。、

ペ レス兄弟姉妹は，1965年 にアリゾナ神殿で結び固めを

受 けましたが， まだ家に残 っている子供たちとの結び固め

の祝福を願 って，ペ レス姉妹 は祈 り続けました。ぞの結果，

彼女のとうもろこしパ ンを売る仕事がうまくいき，資金が

たまって3年 後 に2度 目の神殿訪問が実現 したのです。次

に，すでに結婚 している子供 たちとの結び固めの必要性を

強く感 じました。 そこでペ レス姉妹 は，再 び導 きを祈 り求

めました。その結果またもやとうもろこしパ ンを買うお客

が増え，彼 らはそれ.によって得た資金で，子供 たちとその

家族と共 に，神殿 を訪れることがで きたのです。そしてペ

レス兄弟 は1975年 ，新たに組織 されたケツァルタナンゴス

テーキ部の祝福師に召 されています。

両親 と同様に，ペレス家の子供 たちは教会への奉仕のた
ささ

めに喜んで時間を捧げています。アンヘ リナは，支部やワ

ー ド部，ステーキ部の扶助協会会長を6度 も務めました。

ホルハは，ステーキ部長のほかケツァルタナンゴ伝道部お

聖徒 の道/1988年5月 号

よびメキシコのメリダ伝道部の伝道部長を務めました。 テ

レサは， ワー ド部の扶助協会会長など様々な責任を受けて

きています。またイスラールは，ケツァルタナ ンゴステー

キ部の前ステーキ部長であ り，現在 は地区代表の責任にあ

ります。 ビク トルは，ケツァルタナンゴ西 ステーキ部の副

ステーキ部長です。一番下のリカル ドは，現在グアテマラ

のケツァルタナンゴ伝道部の副伝道部長です。 そしてペレ

ス家の三代 目の子供たちも同様 に，奉仕 という彼らの伝統

を守 り，それに従っています。

イスラール ・ペレスは，父親はいつも熱心 に聖典や教会

の書物を学び，子供 たちに神への愛 と教育 に対 する熱意と

いう贈 り物を与えてくれたと語っています。グアテマラの公

立学校が，現在では他の多くの国々の学校で取 り入れてい

る ような12年 制 を実施 していなかったころ，ペレス兄弟は，

実施 されている教育制度を最大限に利用するよう子供たち

に勧めていました。 また子供たちには)生 計を立てるため

の職業を選、こ泊 由があることを教 え，彼らが選んだことに

1は，敬意を持 ってそれを受 け入れました。

ペレス兄弟姉妹 は，子供 たちと非常 に親密な良い関係を

築いています。ペ レス家の人々はよく一緒に集 まって活動

し，常に祈 りをもって終 わるようにしています。

ホセア・リカル ドはこう語 っています。「私たちは皆 父

を尊敬 しています。 いろいろためになることを教えてくれ

るので。」そ㊨存めになることというのは， どれもみな子供

たちの自由意志を尊重したものです。何かの問題に対 して，

子供のひと、りが答 えを求めて くるとペレス兄弟はたいてい

こう言います。「私はこうするが，自分のことは自分で決め

なくて一ばだめだよ。」

ペレス兄弟は，子供たちの信仰 の強 さを自分の手柄 とし

て誇るような人ではありません。

「私 は，教会 に心から感謝 しています。また子供たちを

教え，導いてくれている妻にも感謝 しています。子供たち

は，真心から福音を受 け入れてくれています。私たちにと

って，また子供たちにとって福音が実に大 きな祝福 をもた

らしていることを証 します。」□
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夫 で さ え 和 ら げ る こ と は で き な か っ た の で す 。

希 望 の光 を見 つ け た の は， ち ょ う ど そ ん な と き で し た。

あ の医 師 た ち よ り も っ と 力 の あ る だ れ か に助 け て も ら お う

と決 心 した の で す。 私 は， 息 子 を私 た ち の も と に送 っ て く

だ さ っ た神 様 な ら き っ と助 け て くだ さ る， そ う思 い ま し た 。

私 は何 時 間 も お祈 りを す る よ う に な り ま し た。 す る と次

第 に， 私 た ち家 族 の 生 活 に も変 化 が 現 わ れ る の で は な い か

と思 え て き ま し た。 それ か ら2カ 月 半 後 ， デ ビ ッ ドの 容 態

は依 然 と して 楽 観 で き な い も の で し た が， 医 師 か ら退 院 の

許 可 が 出 ま し た。 一 方 ホ ザ と私 は， 祈 りを 続 け て い た せ い

か精 神 的 に 強 く な っ て い き ま し た 。

しか し， 家 へ 連 れ て 帰 って か ら2週 間 後 ， デ ビ ッ ドは再

び入 院 しな けれ ば な ら な くな りま し た。 そ の う え， 医 師 は，

も う そ ろ そ ろ危 な い と言 うの で す 。 長 い こ と切 望 して い た

変 化 が訪 れ たの は， ま さ に こ の どん 底 の と きで した 。 ホ ザ
いや

か ら話 を 聞 い た仕 事 の 同 僚 が ， 信 仰 の あ る 人 の 病 気 を癒 す

権 能 を， 神 様 か らい た だ い て い る若 い 、言・た りの 宣 教 師 を知

って い る と言 う の で す 。

「言 っ て い る こ と に間 違 い が な い の な ら
， 家 へ 来 る よ う

に言 っ て くれ 。 助 け て も らわ な く ち ゃな らな い。」夫 は何 度

も繰 り返 し ま し た。

数 日後 ， その 宣 教 師 は家 に 来 て 福 音 を教 え て く れ ま し た。

それ か ら何 週 か の 間 に， ホ ザ も私 もモ ル モ ン経 や 回復 され

た福 音 に対 して 証 を持 つ よ う に な り， バ プ テ ス マ を受 け ま

し た。

兄 弟 た ち の 手 の 中 で ， 息 子 が聖 別 され た油 を注 が れ ， 初

め て の祝 福 を受 け た光 景 を私 は忘 れ る こ と が で き ま せ ん 。

私 は祝 福 の そ の 瞬 間 か ら， 息 子 は神 様 の み守 りの も と に あ

り， 何 者 も これ 以 上 息 子 の生 命 を脅 か す こ とは で き な い と

確 信 し ま した 。

祝 福 を受 け て か ら数 日後 ， 検 査 の た め に デ ビ ッ ドを病 院

に連 れ て行 き ま した。 デ ビ ッ ドの レ ン トゲ ン写 真 を 見 た と

きの 医 師 の驚 い た表 情 か ら， 私 は息 子 が 癒 さ れ て い る こ と

を知 り ま した 。

「ま っ た く信 じら れ な い
。 息 子 さ ん の 肺 は完 全 で す。 病

気 の 跡 さ え残 って い な い 。 ま った く の 奇 跡 で す 。」医 師 は 大

声 で 叫 び ま した 。

「は い
。 本 当 に 奇 跡 で す 。」私 は 目 に涙 を 浮 か べ な が らつ

ぶ や き ま し た。 それ 以 来 デ ビ ッ ドは普 通 の 子 供 と変 わ りな

く大 き く な りま した 。 そ して 自分 が 生 ま れ た と き の 出 来 事

を知 る こ と に よ って ， 彼 の証 も強 ま りま した 。

今 ， 私 は息 子 の輝 か しい顔 を 見 て ， 主 が 息、子 の た め に何

か特 別 な こ と を計 画 して くだ さ っ て い る の で は な い か と感

じま す。 デ ビ ッ ドは ， よ く将 来 の伝 道 の こ と に つ い て 話 し

ま す。 で も今 は， 彼 が 末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 に入

る た め の バ プ テ スマ を受 け た こ とで ， 私 た ち は世 界 一 幸福

な親 だ と・思 っ て い る の で す。 □
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生活の中からの証

教室を鎮める

みたまが注がれました

ナ デ ィー ヌ ・ドイル

数鑑糠黙1欝 膿熱舌磁
が あ りす ぎて ， 気 が 狂 い そ う で し た。 意 気 消 沈 の 毎 日で，

学 校 か ら泣 き な が ら帰 っ た も の で し た。

あ る 日同 僚 の女 性 か ら， 教 室 を鎮 め る 力 が 注 が れ て授 業

が で き る よ う に， ず っ と私 の た め に祈 っ て い て くれ た こ と

を 聞 か さ れ ま し た 。 彼 女 は教 会 員 で は あ り ませ ん が ， 祈 り

の 力 を よ く知 っ て い ま した。 彼 女 は， 聖 霊 の 導 き に よ っ て

私 に祈 りの こ と を告 げ て， 私 の な す べ き こ と を知 らせ て く

れ た の だ と思 い ま す 。

問題 に と ら わ れ過 ぎ る あ ま り， 助 け を求 め て主 の み も と

に行 く こ と を忘 れ て い た こ と に気 が つ き ま し た。 そ れ 以 来，

学 校 へ 行 く前 に， 助 け と導 き を求 め て た び た び ひ ざ ま ず き

ま した 。 数 週 間 が過 ぎて い き ま した 。 教 室 を鎮 め る み た ま

は確 か に注 が れ ま した 。 子 供 た ち と共 に私 も成 長 して い た

の で す 。 ま だ 思 う に任 せ な い こ と もあ りま す が ， 彼 ら の扱

い が か な り う ま く で き る よ う に な った と思 い ま す。

私 た ち は だ れ で も， テ モ テ に あ て た パ ウ ロ の 訓 戒 に従 わ

な け れ ば な らな い と思 い ま す 。「わ た しの 按 手 に よ っ て 内 に

い た だ い た神 の賜 物 を ， 再 び 燃 え た た せ な さ い 。

と い うの は， 神 が わ た し た ち に下 さ っ た の は ， 臆 す る霊

で は な く，力 と愛 と慎 み との 霊 な の で あ る。」(IIテ モ テ1：

6-7)

聖 霊 は私 た ち の 人 生 に 大 い な る業 が起 こ る よ う， 実 に素

朴 な方 法 で 私 た ち に働 きか け て く だ さ るの で す 。 □

救の主の計画に

喜びを見のだす
ウ ィルマ ・ガー ドナー

19
75年9月 ， 「婦 人 の10年 」と い う国 連 宣 言 が 出 され た

直 後 に ， レポ ー タ ー が私 に末 日聖 徒 の 女 性 に つ い て

イ ン タ ビ ュー し て き ま し た。 彼 女 の質 問 は 次 の よ うな も の

で した 。「あ な た は神 権 を持 つ こ とが で き ます か。」「モ ル モ

ンの女 性 は解 放 さ れ る必 要 が あ る と思 い ま せ ん か。」私 は 困

惑 して ， ど う返 事 を して よ い の か わ か りま せ ん で した 。 彼
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意気消沈の毎日でゅ学校
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女 が立 ち去 っ て か ら， 私 は そ の質 問 に つ い て よ く考 え， 自

分 自身 の た め に も答 え を 見 つ け よ う と心 に決 め ま し た。

今 で は， あ の レ ポ ー ター に も う一 度 会 え た ら と思 っ て い

ま す。 私 は福 音 が 真 実 で あ る こ と を知 って い ま す し， ま た

男 女 そ れ ぞ れ に異 な っ た責 任 が あ る と い う こ の教 え に従 え

ば喜 び が もた ら され る こ と を， 彼 女 に話 し た い と思 っ て い

ま す。

既 婚 か独 身 か ， 豊 か か 貧 しい か ， あ る い は仕 事 に就 い て

い る か 家 庭 に い る か の いず れ で あ っ て も， 女 性 は世 の 中 に

優 雅 さ と美 を も た らす こ と に喜 び を見 い だ す もの で す。 こ

の こ とが 真 実 で あ る と知 りな が ら， 人 の 教 え に従 う よ う な

軽 率 な こ と が ど う して で き ま し ょ う か 。

キ ン ボ ー ル 大 管 長 は 言 わ れ ま し た。「私 た ち の 内 な る楽 器
かな

の弦をしっか り引き締めて，美しい調べを奏でようではな

いか。内なる楽の音を絶やすことのないようにしよう。父

なる神 が戒めを守る者 たちに与えられる永遠の生命に向か

って， 自信 と栄光に満 ちた歩みを進めるために，この貴 い

現世の時を使おうではないか。」(「女性の選 び」p.97)

人生における境遇がどうであろうと，私たちは世 界に美

をもたらす器なのです。私たちは生命の続 く限 りみずから

の歌 を歌うようにしなければな りません。 自分の人生の歌

を他人にまかせたり， その歌が不快な音でかき消されるよ

うなことがあってはならないと思います。

私 たちが求めるのは女性の地位 ではなく，救 い主のはず

です。私たちの可能性についてビジョンを示し，徳高き女

性 になることに喜びを見いだすようにしてくださったお方

こそ，救い主なのです。□

長き忍耐の時

シャ ロン ・ドゥモ ールダ ン ト

けいけん

教
会 で 子 供 た ち を敬 慶 に さ せ よ う と四 苦 八 苦 して い る

長 い時 間 が ， は た して 価 値 の あ る もの な の だ ろ うか

と， 私 は だ び た び 疑 問 に思 っ て い ま し た。7歳 に な る、冑、子

の デ ビ ッ ドは す ぐ に4歳 の ジ ェ フ と1歳 の ウ エ イ ドを笑 わ
けん か

せ た り， 話 しか け た り， は た また 喧 嘩 まで させ る の で す。

毎 週 の よ う に， 息 子 た ち を静 か に させ るた め の方 法 を考 え

て 教 会 に行 くの で す が， い つ も落 胆 し， 疲 れ切 っ た状 態 で

帰 宅 す る の で す 。 怒 りを 抑 え る こ と が で き ず， 他 人 の 迷 惑

に な ら な い よ う に， 子 供 の ひ と りを礼 拝 堂 か ら連 れ 出 した

こ とが何 度 もあ りま した 。

私 は， こ の 問 題 に対 す る 自分 の 対 処 の 仕 方 につ い て ず っ

と考 えて い ま し た。 私 が ず っ と し て き た しつ け は， 天 父 に

は受 け入 れ て い た だ け な い もの だ った の だ ろ う か と。 そ こ
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な もの で い っ ぱ い で あ る 。」(マ タ イ23：26-27)同 様 にリ

モ ル モ ン経 の偉 大 な 指 導 者 毛 ロ ナ イ は こ う書 い て い ま ず 占

「神 は『ま ず 器 の 内部 を清 潔 に一 … せ よ』と仰 せ に な っ た 。」

(ア ル マ60：23)

エ ズ ラ ・タ フ ト ・ベ ン ソ ン大 管 長 の 言 葉 か ら， こ の 警 告

が私 た ち に あ て は ま る こ と に い さ ざ か の 疑 い の 余 地 も あ り

ませ ん。 大 管 長 は こ う宣 言 して い ま す 。 「シ オ ン の 中 で は ，

万 事 が よ い わ け で は な い … … 。私 た ち は器 の 内部 を 清潔 に し

な け翫 ば な りま せ ん 。 ま ず 自分 自身 か ら始 め ，r次 に 自分 の

家 族 ， 最 後 に教 会 と い う順 で 進 め て い く必要 が あ り ま す。」

(『器 の 内側 を 清 め る 』 「聖 徒 の道 」1986年7月 号 ，p，4)

ベ ン ソ ン大 管 長 は， 器 の 内 側 を 清 め う に は悔 い 改 めヵ愛必

要 で あ る こ とを 明 ら か に して い ます 。「愛 す る兄 弟 姉 妹 の皆

さ ん 。 器 の 内部 を清 潔 に す る な ら， 私 た ち 自 身 の 生 活 の 中

に， ま た家 庭 ， 教 会 の 中 に変 化 が 出 て く る に違 い あ り ませ1

ん 。 高 慢 か ら良 い意 味 で の変 化 は生 ま れ ま せ ん 。 高 慢 か ら

生 ず る の は， 正 当化 に よ る 自己 弁 護 で す 。 悔 い改 め と は，

変 わ る'こと を意 味 し ます 。 謙 遜 な人 は， 悔 い 改 め を通 し て

自分 を変 え る こ とが で き ま す 。これ は確 か な こ とで す 。」(同

上 ，P.7)

大 管 長 は ， 特 に清 め の 必要 な3つ の 分 野 を挙 げ て い ま す。

1.ベ ン ソ ン大 管 長 が 「今 の代 に は び こ っ て い る 罪 」 と

指 摘 して い る性 的 な 罪 悪 。 予 言 者 ジ ョセ フ ・ス ミス は 「ほ

か の い か な る何 よ りも … … 誘 惑 ， 攻 撃 ， 困 難 の源 と な る も

の」 と言 っ て い ます 。(同 上 参 照)

2.聖 典(特 に モ ル モ ン経)を 軽 ん じ る こ と。 聖 典 を軽

ん じた た め に， 教 会 が 「ガ ろ い の も と」に お か れ ， 「シオ ン
こら さば

の 子 ら の上 に は な お下 るべ き一 つ の懲 し め と審 き」 が残 さ
㍗
、 ～、瞭れ た の で す

。(同 上 参 照)津
ぼ

3.高 慢， またはいかなる犠牲を払ってでも成功 したい

と望むこと。ベンソン大管長はこれを，「神のみこころを忘

れ，自分の考 えに固執 しだものの考 え方」であると言って

います。(同 上参照)

器の内部 を清めるために私 たちが第一にすべきことは，

自分 自身 を正直に見つめることです。私たち人間には，他

人の欠点は見えても自分 自身の中にある同じような，ある

いはもっと大きな欠点を見過ごしてしまうという傾向があ

ります。私 たちは，自分の欠点から目を背けたり，周囲の

思いやりある人々が気づかせようとしてくれている， 自分

の性格上の欠陥を認めようとしないときがよくあ ります。

主 はごのような人々のことを思 って 「目があっても見えず，

耳があっても聞えない」と言われたのではないでしょうか。
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(マルコ8：18参 照)、

しがし私た ちは， 自分 の欠点によって絶望感を抱 くよう

であってはなりません。 ヒーバー ・J・ グラン ト大管長は，

こう書いています。「私 はだれ もが自分 の理想どおりの生活

ができるとは思わない。 しか し， もしもみずからを改善す ぴ

るために日々，能力の限 りを尽 して努力し，働 き，いろい

ろと試みるならば，私だちは自分 の義務 を果たしているこ

とになる。そのようにして自分の欠点 を改め，弱さを克服

するために神 に光と知識 と英知，そして何にも増 して主の

みたまを求めるならば，私たちは永遠の生命へと通 じるま

っすぐな細い道を歩んでいることになるのである。そうだ

とすれば，私たちは何、ら恐れる必要はない。」(「福音の標準」

pp.184-85)

では， どのようにすれば私 たちは自分の 「器の内側」を

清 めることができるでしょうか。主は私たちにその方法を

教 えてくださっています。私の教 えているインスティテユ
ー トのクラスで，自分の長所牽挙 げることによって 自尊心

がいかに高められるか，「というこ とについて話 し合 うたこ

とがあ ります。 その中でり 自己を改善 し自尊心 を高めてい

くためのユニークな方法を提案 してくれた生徒がいました。

彼はまず，イテル書の12章27節 を引用して話 してくれまし

た。イテル書の中で主 はこう言っておられます。「もし人わ

れに来 らば，われはかれにその弱点 を認めさせん。見よ，

われは人を謙遜にするために人に弱卓を与 うれ ど，すべて

わが前にへ りくだる者には充分わが恵みを授 くるにより，

かれらがわが前 にへ りくだ りわれを信ずる時にはその弱 き

を強きに変 えん。」

自己評価 をし，悔い改めと改善の必要 な分野 を見つけた

ら，信頼できる人の所へ行き， 阜己改善のための方法を教

えてもらうのもいいでしょう。 またこの生徒が指摘 してい

るように，謙遜 な祈 りを通 して主のみもとへ行 き， 自分 の

欠点を知 らせていただき，それ らを改めていけるよう力を

願 うこともできます。

スペ ンサー ・W・ キンボール大管長の言葉 にあるように，「

キ リス トの誠実な弟子 は，己の欠点 を知 り認識 した ら，

それらを改善 していく道を歩み出すはずです。(「赦 しの奇

跡」pp.243-46参 照)そ の道はときには険 しく，人の助 け

を借 りなければなら塗い場合 もあるでしょう。 しか し悔い

改 めは，救いと永遠の生命 に欠かすことができないもので

す。いつの 日か主に求められて，やむを得 ずに行 なう罪の

清めを思えば，悔い改めの過程 ははるかに容易 なはずです。

悔い改め，生活を改善 していくにつれ，私たちは家族 と

」



して ど う進 歩 して い った らよ いか ， ま た 自分 の 思 い や家 族

を清 め ， 聖 典 を よ り よ く理 解 し， 高 慢 さ を取 り除 くた め の

目標 を ど う設 定 した ら よ い か を， も っ と よ く考 え られ る よ

う に な っ て き ま す。 私 た ち は ， 自分 の ワ ー ド部 や ステ ー キ

部 ， 地 域 社 会 を強 め る た め に ， 教 会 の 定 員 会 や 組 織 ， ク ラ

ス に お い て も， こ れ と同 様 の 過 程 を 踏 む こ と に よ って 成 長

して い く こ と が で き ま す。

そ の よ う な 目標 を 設 定 す る た め の ひ と つ の 方 法 は ， 清 め

る必 要 の あ る分 野 を い くつ か 挙 げ て み る こ と で す 。

悔 い改 め は， 聖 典 が掲 げ る メ イ ン テ ー マ で す。 こ の末 日

に直 面 す る問 題 を克 服 し た い と思 う人 々 に と っ て ， こ れ は

欠 か す こ と が で き ま せ ん 。 ま た 主 か ら必要 な霊 感 を受 け る

に は， 道 徳 的 に 清 く な け れ ば な りま せ ん し， 今 の 時 代 の世

俗 的 な教 え に対 抗 し て い く に は， も っ と熱 心 に聖 典 を 学 ん

で い か な け れ ば な り ませ ん。 さ ら に， 利 己心 を 克 服 す る に

は今 以 上 に謙 遜 に な らな け れ ば な り ませ ん。

生 活 の 中 で改 善 の 必 要 な 分 野 に私 た ち の 注 意 を 向 け させ

て く れ る， 生 け る予 言 者 エ ズ ラ ・タ フ ト ・ベ ン ソ ン大 管 長

が お られ る こ と は私 た ち に と っ て 大 き な慰 め で す。

私 は常 に生 け る予 言 者 を支 持 して き ま し た。 そ れ は彼 ら

が 神 に 召 さ れ た 人 々 で あ る と い う個 人 的 な 証 を得 て き た か

ら で す 。 ベ ン ソ ン大 管 長 に対 す る そ う した 証 は，1986年4

月5日 ， 総 大 会 の最 初 の部 会 を家 族 と共 に テ レ ビで 見 て い

た 土 曜 日の 朝 に 与 え ら れ ま し た。 ベ ン ソ ン大 管 長 の 話 が 終

わ りに近 づ い た と き， 私 の 心 は次 の よ うな 思 い に満 た され

た の で す 。「確 か に，主 が 末 日聖 徒 に語 っ て お られ る。私 た

ち は器 を 清 潔 に せ よ と の教 え に従 うべ きで あ る 」 と。 □

*ラ リー ・テ ィペ ッ ツ ：ソル トレー ク シ テ ィ ー の ソル トレ

ー ク イ ン ス テ ィ テ ユー ト教 師
。 ユ タ州 サ ンデ ィー ， グ ラ ナ

イ トビ ュ ー ステ ー キ部 グ ラ ナ イ ト第1ワ ー ド部 の 福 音 の教

義 ク ラ ス教 師 。

例

自分自身 家 族 教 会

性的罪悪 ふ さ わ し く な い 小 説 を読 ん だ

り， 情 欲 を か き た て る テ レ ビ

番 組 を 見 た り し な い よ う に し

て， 自分 の思 い を清 く す る。

不道徳 を美化するものを取 り

入れないよう，私たちの見る

テレビや映画に十分注意を払

う。

慎 みあ る態度，言葉，服装

などに関する特別 レッスンを

行ない，教師定員会の若者を

強める。

聖典を軽ん

じること

毎 日就 寝 前 か， 昼 食 時 に，10

分 か ら30分 間聖 典 を読 み， 日

記 に感 想 を書 く。

日曜 日に ， 家 族 で モ ル モ ン経

を読 む 時 間 を1時 間 とる 。

聖典の学習を奨励するために，

定員会で読書表を作成する。

高慢 より良い父親 になるための妻

や子供 たちからの提案 を受け

入れる。

断食の経験 をもっと意義深 い

もの とし，助けを必要として

いる人々にもっと貢献できる

方法を家族で話 し合う。

引 っ越 し て き た ば か りの 別 の

教 会 の 隣 人 と親 し く し， 彼 ら

が地 域 に 溶 け 込 み， ワ ー ド部

の社 交 活 動 に対 して も親 しめ

る よ う援 助 す る。
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末
日聖徒の両親は，家族で聖典を学 ぶことがいかに重

r

コ

ド 要 であるかをよく知っています。家族が共 に福音を

学ぶことによって，・お互 いの間に愛 と感謝の気持 ちが生ま

れるだけでなく，子供たちに生涯を通 じてより頼 むことが

できる真理の基盤が形成 されるのです。

残念なが ら，子供たちの多くは聖典の勉強 よりもテレビ

を見た り，友達 と遊んだ りすることのほうが楽 しいようで

す。 しかしそれも変えることができます。両親がその気 に

なり知恵を働かせるならば，家族の聖典 に対する興味を増

し，各人が聖典の勉強を習慣 とすることができるように仕
/

向けることができるのです。

そのためにはまず，両親みずからが聖典を学ばなければ

.なりません。最良の教師は常 に模範です。聖典 を学ぶこと

を習慣としている両親の言葉は，子供たちに対 して説得力

を持 う宅います。確かに，毎 日聖典 を学ぶための時間を取

ることは，たやすいことではありません。ほかのことも制

約を受 けるでしょう。テレビを見る時間を減 らす必要があ

るかもしれません。教会や学校，地域の活動 も思 うように

できなくなるかもしれません。 また今 よりもっと早く起 き

るなど，家族の生活環境 にも変化が生 じるで しょう。

そのような努力は必ず実を結びます。子供たちの生活 に

良い影響 を与えたいのなら，まず両親が生活の中で福音を

実践 していかなければなりません。

家族 で福音 を学ぶための4つ の鍵

1'.約 束する。体重を減 らすことで も学校 を卒業するこ

とでも，福音の勉強に限らず何かを行なおうとするときに

は，やり遂 げるのだという気持ちが大切です。家族の中で .

どのよ、うに福音を学んだめよいか話し合 ってください。ア

イデアがひとつにまとまったら，一人一人にその方法に従

うという約束をして もらってください。それをしないと，

いくら努力して も十分 な成果 は得 られません。

2.続 けて行なう。十分 に計画 された活動が定期的に行

なわれるならば， これといった準備 もせずにその時々の思

いつきで行なわれる活動 よりも，はるかに効果が上が りま

す。決められた計画 に従 うならば，学習に対する意欲 も増

し，またそのほかのことに煩わされずにそれに専念できる

ようになるでしょう。家族 にどって最 も勉強に適 した時間

帯を選 び，いつもその時問に行なえるようにしてください。
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3。、各人の個性を尊重する◎ハワー ド・W・ ハンター長

老は，「賢い父，母 が子供たちを集め，共 に聖典 を読み，そ1

の物語や思想をそれぞれの理解力に応 じて自由に話 し合 う

とき，家族は大 きな祝福 を受ける」 と言われ ました。(『聖

典を読む』「聖徒の道」1980年3月 号，p.88。 下線筆者)同

じことを学んでも，必ず一人一人が違 う反応 を示 すはずで

すから，家族全員に合 った福音の学習法などはありえませ

ん。 しかし，みんなでよく話 し合 い， よく考 え，祈 って導

きを求 めるならば，それぞれの家族 に最 もふさわしい方法

が見つかることでしょう。

年の離れた子供がたくさんいるある家庭では，いろいろ

な方法を試 してみました。食事 の最中や食後，あるいは夜

寝 る前に， あるいは週末 に，といった具合です。でもどれ

もうまくいきませんでした。そして最後に行 き着 いたのが，

朝みんなが出かける1時 間前に朝食をとるという方法です。

これによって，家族全員でそろ って 食事 をすることもでき，

また毎 日家族で福音の勉強をすることもできるようになっ

たのです。その家の母親は感謝に満ちた様子で次のように

言 っています。「私たちは前にも増 して幸せな家族になりま

した。一緒 に話す時間が増え，意義ある話 し合 いができる

ようになりました。 また家庭で福音を学ぶことによって，

一人一人が教 えをよく理解 し，自分の生活の中に取 り入れ

ることができるよう，になったのです。」

4.い ろいろな工夫をする。家族の興味や関心を引きつ

けておくことはとても大切です。小 さな子供たちは自分が

実際 にしたこと(た とえば絵 をかいたり話をした りするこ

と)を 一番 よく覚えています。その次が 目で見たもの(写

真やフィルムス トリップなど)で ，さらにその次が耳で聞

いたもの(読 んでもらったものや録音 されているもの)で

す。たとえばキ リス トの誕生 について教 えたいときは，子

供たち一人一人に何かの役を割 り当てて簡単な劇 を行な吟，

そのあとで聖典 から話 を読んで聞かせれば最 も効果的でし

ょう。

勉 強の方法

1.声 に出して読あ・子供たちは両親が聖典 を読んで聞

かせてくれるのを耳にしながら，聖典への愛着を深めてい

きます。かつてブリガム ・ヤング大学で英語を教え，現在

ロンドン神殿の神殿長 を務めているアーサ乙 ・ヘ ンリー ・
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キング兄弟 は，次のように言 っています。「私 たちが子供た 、

ちに読んで聞かせられるもので最 も大切なものは聖典です。

子供のころ聞いた声 はずっと耳に残 っているものです。両

親 はできるだけ早い時期から子供たちに聖典 を読んで聞か

せるようにすべ きです。父親や母親が愛情 に満ちた声で聖 一

典 を読んでくれるのを聞 きなが ら育 った子供は，最 も好 ま

しい状態で聖典を理解 し， それを愛するようになるでしょ

う。子供はそのような両親の声を通 して，天父の声 を感 じ

とることがで きるようになるのです。」(「豊かな心」pp.

221-22)

聖典は始 めから順 々に読 むこともできますし，あるいは

テーマごとにいろいろな所 を読むこともできます。子供が

まだ小 さければ，お気に入 りの話 を何度 も何度 も繰 り返 し

読 んであげたらよいかも知れません。そうすれば，聖典の

醤葉の中に両親や天父の愛を感 じるようになるでしょう。1

このような経験炉多ければ多いほど，子供 たちは聖典に親

しみを覚 え，内容 を理解 し，喜びを見いだすことができる

ようになります。

2.暗 唱する。声に出して読む以外によく行なわれるの

が，聖句 を暗唱することです。小 さな子供 たちでも短い節

なら暗唱できますし，なによりもぞれを成 し遂げた どきに

得 られる満足感が魅力です。

3.調 べる。聖書辞典，聖句索引，(聖 書)地 図な どがあ

れば，聖典 を読んでいるときに出て きた重要な言葉の意味

や，同じ言葉が出て くる箇所，地理的な位置などを調べる

ことができます。子供たちがこのような資料になじんでく

れば，聖句に対する理解 も増 し，その結果，そのような聖

句を自分 たちの人生の大切な指針 とすることができるよう

になるでしょう。

4.テ ーブに録音する。可能であれば両親は子供が聞く

ことができるよ.うに，福音に関する話 をテープに吹 き込 ん

であげたらよいで しょう。忙 しい親や長期問家 を留守にし

なければならない親にはこの方法は特 に有益でしょう。

5.話 し合う。教育の現場で働 いている人々は，現代の

生徒たちは自分の感 じたものを周 りの人間に対 してはっき
き ぐ

り表現することができない， ということに危惧の念を抱 い

ています。家族で話 し合うことは，福音に対する理解 を増

し加 えるだけでなく，このような能力を養 ううえでも絶好

の機会です。話 し合 いのテーマとして次のようなものが利
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用できます。 、

6教 会の レヅスンやセ ミナリーで学んだ概念
1
●聖餐会やいろいろな大会でなされた説教

● 「聖徒 の道」の子供ゐページにある話

●健全 なテーマを扱 った詩，物語，本など

●福音に関係がある時事 の話題

6.分 かち合う。年齢や能力に応じて，家族一人一人に

福音について学んだことを話 してもらうようにしたらよい

でしょう。たとえば次の ようなことが考えられます。

●子供たちに家庭の夕べのレッスンを手伝 ってもらう。

●家族一人一人に福音に関する短い話をしてもらう。

●家族の中のだれかに，聖典 や教会歴史の中から好 きな話

を選んでそれを自分 の言葉で紹介 して もらう。

●家族の中で教会で教師の責任を受けている人がいたら，

家族を相手に予行練習をしてみるよう勧める。

7.家 族の活動を計画する。以下にいくつかの提案をあ

げます。

●自分の歴史や福音に関することを扱 った詩を書 くように

勧め，で、きあがったものは家族の歴史に編入する。

●標準聖典 に登場する人物や出来事，あるいは福音の原則

を使 ってクイズをする。

●家族が聖典 に出てくる話や歴史上の出来事， あるいは聖

徒たちの生活ぶ りなどについて撮った写真や，それらをテ
ーマにして作 った紙や粘土細工 などを集めて，家族の作品

展 を開 く。

●讃美歌 と聖句 とお話による家族集会 を計画し，年配の人

や教会員でない人たちを招待する。

家庭の夕べを活用す る

家庭で福音を学ぶ最も よい機会 は家庭の夕べです。家庭

の夕べ によって，子供たちがひ とたび福音を学ぶおもしろ

さを知 ったなら，それ以外 のときにも， いつも福音を学び

たいと思うようになります。

物理学や数学，その他の学問と違い，福音の勉強は，事

実だけを追い求 めていたのでは効果があ りません。福音 は

みたまによって教えられなければならないものだからです。

教える側の福音 に対する知識 と霊性がバランスよく保たれ

ているとき，子供たちはそこから多くの恵みを受けること

ができるのです。□
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A
よ ，

θ ず ご

盗.，

ジ ェ リー ・プル ー イ ン(聞 き 書き 八 一 マ ン ・B・ホ ー マ ン)

世
の 煩 い か ら逃 れ て ， 体 を休 め た い と きに 必 ず座 る お

気 に入 りの 椅 子 とか ， 必 ず 行 く特 別 な場 所 な どが あ

な た に は あ り ます か。 私 に は あ りま す 。 古 い揺 り椅 子 で す

が ， そ れ に座 る と私 が行 き た い と こ ろ は ど こ へ で も連 れ て

行 っ て くれ る よ う な 気 が し ま す 。 子 供 の よ う な 自由 も大 人

の 円 熟 も味 わ う こ と が で き ま す し， 現 在 だ け で な く 未 来 の

悩 み ま で も解 消 で き る よ う な気 持 ち に な る の で す 。

そ の椅 子 に腰 をお ろ して い る と き が， 私 は とて も好 き で

す 。 あ る寒 い晩 の こ と， 冷 た い 霜 で で き た窓 の模 様 を 見 つ

め なが ら， 私 は 昔 の こ と を思 い 出 し て い ま した 。

「デ ビ ッ ド
， ボ イ ド， 帰 っ て い ら っ し ゃ い。 夕 食 の 時 間

で す よ。」

返 事 が あ りま せ ん 。 妻 が 私 に も探 す の を手 伝 って ほ し い

と 言 い ま し た。

「デ ビ ッ ド!ボ イ ド!返 事 を しな さ い
。 、言・ざ け る の

は や め に し な さ い 。 ど こ に い る ん だ い。」

ふ た りの 姿 が 見 え な くな っ て， わ ず か10分 で し た が， 何

回 呼 ん で も返 事 が な い の で ， 私 た ち は だ ん だ ん 心 配 に な っ

て き ま した 。3歳 と4歳 に な る デ ビ ッ ドと ボ イ ドは， ミシ

ガ ン州 マ ニ ス チ ー の マ ニ ス チ ー 川 の ほ と り に あ る我 が家 の

庭 で遊 ん で い た の で す。 そ れ か ら1時 間 も探 し ま し た が ，

手 が か りは 何 も あ りま せ ん 。 や が て パ ニ ッ ク状 態 に陥 っ た

私 た ち は， 警 察 に電 話 を し た方 が よ い だ ろ う と い う結 論 に

達 し ま した 。

30分 も し な い う ち に， 警 察 や消 防 署 ， ボ ー イ ス カ ウ ト，

友 人 の 一 団 が 付 近 の 捜 索 を 始 め ま し た。 午 後4時 ご ろ に な

って ，「州 警 察 に連 絡 して ，シ ェ パ ー ド犬 の サ ー バ ー を連 れ

て きた方 が よ い で し ょ う」と い う報告 が 警察 か ら入 りま し た。

サ ー バ ー は綱 を ぐ い ぐ い 引 っ張 り なが らや っ て き ま し た。

階 段 を駆 け 上 っ て子 供 た ち の 部 屋 に 入 る と， ベ ッ ドに飛 び

乗 りま した 。 訓 練 士 は サ ー バ ー の 鼻 に子 供 た ち の洋 服 を こ
にお

す りつ け て 臭 い を か が せ ま し た。

「綱 を は ず して 。」訓 練 士 が 命 令 す る と， サ ー バ ー は転 が

る よ う に して 階 段 を 駆 け 降 りて い き ま した 。「サ ー バ ー，ふ

た りを見 つ けて くる ん だ。」そ う命 令 され た 犬 は ドア の 外 へ

走 って 行 き ま し た。

サ ー バ ー は家 や庭 を か ぎ 回 わ っ て か ら通 りの 向 か い側 の

木 立 へ走 って行 き，それ か ら急 に南 の方 へ 向 き を変 え ま した。
ほ

「や め て くれ 。 川 じ ゃ な い だ ろ。」吠 え な が ら走 る 犬 の あ

と を追 い な が ら， 私 は叫 ん で い ま し た。 そ れ で も犬 は一 向

に 止 ま る気 配 は な く， 川 岸 まで ま っ す ぐに 走 っ て い き ま し

た。 そ こ で私 た ち は ， 氷 の上 ま で30メ ー トル ほ ど続 いて い

る小 さ な足 跡 に気 が つ い た の で す。 無 言 の証 拠 が そ こ に あ

り ま し た。 氷 に大 き な穴 が 開 い て い て ， 下 に は薄 暗 く冷 た

い 水 が 流 れ て い ま し た。

お ぼ れ た?死 ん だ?あ の 何 の 汚 れ も な い子 供 た ち が

死 ん だ っ て?そ ん な思 い が 頭 の 中 を駆 け 巡 っ て ，私 は言

葉 を失 っ て し ま い ま し た。 私 は そ の 恐 ろ し い光 景 か ら 目 を

そ む け ず に は い られ ませ ん で した 。「畜 生 ，な ん て こ とだ!」

泣 き な が ら走 り ま し た。 悲惨 な場 か ら一 刻 も早 く逃 れ た か

っ た の で す 。

どれ ほ ど走 っ た か わ か り ませ ん が ， 気 が つ い た と き に は，
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古 くか ら よ く して く れ て い る親 友 の家 に い ま し た。30キ ロ

も走 っ た こ と に な りま す 。 で も， そ こ に い て も少 し も慰 め

を得 る こ と は で き ませ ん で した 。

次 の 朝 ， 私 は 川 へ 戻 って み ま し た。 州 警 察 の潜 水 夫 が 悲

しい作 業 を して い ま した 。 ゴ ム の 潜 水 服 を 身 に つ け た潜 水

夫 が ， 暗 く冷 た い水 中 の 捜 索 を続 け る 姿 を 見 つ め て い る一

刻 一 刻 が，私 に は悲 しい結 末 よ りもず っ とつ らい もの で した。

3時 聞 に及 ぶ 捜 索 の末 ， つ い に ひ と りの 潜 水 夫 が 叫 び ま

した 。 「あ っ た。」

潜 水 夫 は 「い た」 と は言 い ませ ん で した 。 彼 ら に と って

物 言 わ ぬ幼 い体 は物 体 で し か な い の で す 。 待 機 して い た ボ

ー トに 吊 り上 げ られ た の は
， 私 の血 を分 け た柔 らか く温 か

い 子供 で は な く， 硬 直 し た小 さ な体 で し た。 体 は凍 りっ き，

右 腕 を伸 ば して 手 を握 りし め て い ま し た。 デ ビ ッ ドで し た。

凍 った体 が悲 劇 を物 語 って い ま し た。 ど ち らか と言 え ば 冒

険 好 き な ボ イ ドの 方 が最 初 に飛 び 出 して 行 っ て 川 に は ま り，

後 を追 い か け た デ ビ ッ ドも， ボ イ ドを助 け よ う と し て 水 の
し ン

中 に落 ち て し ま っ た の で し ょ う。 凍 て つ い た水 の 中 で は ，

死 は一 瞬 の 出 来事 で した 。

苦 悩 に満 ちた 数 分 が過 ぎ て，2度 目 の 声 が あ が りま し た。

「あ りま した
。」悲 しみ に打 ち の め さ れ た私 に は， そ の後 の

日々 は夢 を 見 て い る よ うで ， 葬 儀 の手 配 が 進 め られ て い く

中 で か ろ う じて 現 実 を 認 識 す る 有 様 で した 。 葬 儀 で の話 も，

「神 の み こ こ ろで す
。 私 た ち に は理 解 で き な い こ と で す 」

と言 う牧 師 の 言 葉 以 外 に は， ほ と ん ど覚 え て い ませ ん で し

た 。

そん な牧 師 の 言 葉 が何 の 慰 め に な る と い う の で し ょ う。

そ の神 の み こ こ ろ と や ら を教 え て ほ しい も の で す 。「罪 も な

い 子 供 を殺 す 神 な ん て ， 今 も これ か ら も私 の 味 方 で は な

い 。」 私 は牧 師 に そ う言 っ て や り ま し た。
きずな

悲劇 は と き と し て夫 婦 の 絆 を 強 め る こ と が あ りま す が ，

私 た ち の場 合 は違 い ま し た。 苦 悩 に打 ち の め さ れ た 私 に は，

どん な 人 間 関係 も受 け 入 れ られ な か っ た の で す 。 妻 と私 は

離 婚 し ま した。 それ 以 来 ， 私 は ど こ へ 行 っ て も人 を避 け る

よ う に な りま し た。 私 の 人 生 は 怒 りそ の も の で した 。

私 の 前 で車 を違 法 に 方 向 転 換 し た運 転 手 に は， 無 理 や り

車 か ら引 き ず り下 ろ して 殴 りっ け ま した し， 飛 行 機 に乗 り

込 む順 番 を待 って い て ， ス キ ー の 板 で胸 を突 か れ た と き に

は ，相 手 が2メ ー トル も あ る大 男 な の に， 向 か って い き ま

し た。 法 的 な制 裁 の 回数 も， 保 釈 金 を 支 払 う た め に借 り た

お 金 も， だ ん だ ん増 え て い き ます 。 ま った く怒 りと暴 力 の

人 生 で した 。

その 後 ， あ りき た りの 方 法 で世 間 か らの 逃 避 を は か ろ う

と し た の で す が ， 心 の 痛 み は依 然 と して 消 え ませ ん で し た。

そ して ， あ の 恐 ろ しい光 景 を思 い 出 す た び に涙 に く れ て い

ま し た。 私 の 人 生 と幸 福 を め ち ゃ め ち ゃ に した神 を責 め 続

け たの で す 。 そ う や って 何 年 間 も挫 折 感 に と らわ れ て い た
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私 は， や が て再 婚 し， 転 居 して も一 向 に 平 安 を得 る こ と は

あ りま せ ん で し た。

あ る 晩仕 事 か ら帰 宅 し た私 は ， 玄 関 の と こ ろ で ふ た りの

若 者 に 会 い ま し た。 彼 ら は末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教 会

の 宣 教 師 で あ る と告 げ ま し た。 私 は 片 一 方 の若 者 の 襟 首 を

つ か ま えて ，我 が 家 の敷 地 か ら出 て行 く よ う に命 じ ま し た。

そ れ か ら声 を 荒 げ て こ う脅 した の で す 。「二 度 と こ の近 所 に

顔 を 見 せ る な 。 今 度 来 た ら， た だ で は お か な い ぞ。」彼 ら は

あ わ て て立 ち去 り ま し た。

そ ん な出 来事 は い つ も の こ と な の で ， 私 は す ぐ に忘 れ て

し まい ま した 。 次 の週 ， 妻 と私 が 夕 げ の 食 卓 に着 こ う と し

て い る と こ ろ に， 玄 関 の ベ ル が 鳴 り ま した 。 応 対 に 出 た私

は，1週 間 前 に追 い 出 した あ の ふ た りの若 者 が そ こ に立 っ

て い る の を 見 て ， 本 当 に驚 き ま した 。 私 が 口 を開 く間 も な

く， 彼 らの う ち の ひ と りが私 を ま っ す ぐに 見 詰 め て ， 真 剣

な顔 で こ う言 う の で す 。「私 た ち の話 を聞 き た く な い と思 っ

て い ら っ し ゃ る こ と は よ く承 知 して い ます が ， 救 い 主 イエ

ス ・キ リ ス トか らの 大 切 な メ ッセ ー ジ を お伝 え し に来 ま し

た 。 救 い 主 は あ な た が 聞 い て く だ さ る こ と を望 ん で お られ

ます 。」

謙 虚 な 中 に も 自信 に満 ち た 口調 に驚 い て ， 私 は話 に耳 を

傾 け ま し た。 私 が 怒 りや 苦 悩 を ぶ ち ま け て も， 彼 らは じ っ

と聞 い て く れ ま し た。 私 の 思 い を わ か っ て くれ て い る よ う

で した 。 ふ た り は 「自由 意 志 」 に つ い て 話 して くれ ま し た。

私 に も う な ず け る と こ ろが あ り， こ う し て私 の 真 理 の探 究

が 始 ま っ た の で す 。

私 は 毎週 の宣 教 師 の訪 問 を心 待 ち に し ま した 。 私 の魂 は，

自分 が何 者 な の か ， ど こか ら来 た の か， な ぜ こ こ に い る の

か ， そ して 死 後 は ど う な る の か と い う疑 問 に対 す る 答 え を

渇 望 して い ま し た。 ふ た りの宣 教 師 は聖 典 を使 っ て私 の 理

解 の 目 を開 か せ て く れ ま し た。 こ う して ， 傷 つ い て い た 私
いや

の 心 が癒 さ れ始 め ま した 。

彼 ら は， そ れ まで 答 え ら れ る こ と の な か った 私 の疑 問 に

答 え て くれ た の で す。 小 さ な 、§・た りの 息 子 は あ ま りに も幼

く して この世 を去 り ま した 。 で も， 彼 ら は この世 に生 まれ

る と い う特 権 を 得 る た め に， こ こ に来 る こ とを選 ん だ の だ

と い う こ と が わ か っ て き ま した 。 デ ビ ッ ドとボ イ ドは， 無
おぽ ドもくしゆう

慈 悲 に も人 を溺 れ させ る復 讐 の 神 の犠 牲 者 で は 決 し て な

い。 私 の 息 子 の デ ビ ッ ドと ボ イ ドに な る ず っ と以 前 か ら，

ふ た り は偉 大 な 計 画 に参 加 して い た。 こ の世 の 生 涯 は彼 ら

の 永 遠 の 進 歩 の 一段 階 にす ぎ な い の だ 。 こ の壮 大 な ビ ジ ョ

ン は私 の 心 を大 き く揺 り動 か し ま した 。

今 で も息 子 た ちの こ と を思 う と涙 が あ 、§・れ て き ま す 。 し

か しそ れ は怒 りや 憎 しみ の 涙 で は あ り ませ ん 。 愛 と理 解 の

涙 で す 。 救 い の 計 画 を知 っ た こ と で私 の 人生 は 変 わ り ま し

た 。 そ して ， この 私 も主 を信 ず る者 の ひ と り と な っ た の で

す 。 □





家庭訪問 メッ'セージ ー

『愛 は高ぶ らな：い，誇 らな い」
(1コIJン ト/3：4)

目的=高 慢 に陥るこどな ぐ，義を求める

吉 ぶるとは，持 ち物謝 が成 し雛 こと， また交

目 友関係， 自分の行ないなどに慢心 して自画 自賛 する

こ と で す。 救 い主 は この 罪 に つ い て教 え る た め に， パ リサ

イ人 と取 税 人 の た と え話 を さ れ ま し た。

「ふ た りの 人 が祈 る た め に宮 に 上 っ た。 そ の ひ と りは パ

リサ イ人 で あ り， も う ひ と りは取 税 人 で あ っ た。

パ リサ イ人 は立 って ， ひ と りで こ う祈 っ た， 『神 よ， わ た
どんよく かんいん

しは ほ か の 人 た ち の よ う な 貧 欲 な 者 ， 不 正 な 者 ， 姦 淫 を す

る者 で は な く， また ， こ の 取 税 人 の よ う な 人 間 で も な い こ

と を感 謝 し ま す。

わ た し は一 週 に二 度 断 食 し て お り， 全収 入 の十 分 の 一 を

さ さ げ て い ま す。』

と ころ が ， 取 税 人 は遠 く離 れ て 立 ち， 目 を天 に む け よ う

と も しな い で，胸 を打 ち な が ら言 った ，『神 様 ，罪 人 の わ た

しを お ゆ る しく だ さ い』 と。」(ル カ18：10-13)

イエ ス は， 神 に義 と され た の は ， パ リサ イ 人 で は な く，

取 税 人 で あ っ た と教 え， さ ら に こ う つ け加 え られ ま し た。

「お お よ そ
， 自分 を高 く す る者 は 低 くさ れ ， 自分 を低 くす

る者 は高 く さ れ るで あ ろ う。」(ル カ18：14)

この パ リサ イ人 に は， ふ た つ の 重 大 な過 ち が あ りま した 。

まず 彼 は 自分 自身 の 行 な い を誇 っ て い ま し た。 そ し て， 自

分 自身 が 神 で あ るか の よ う に， 自 ら を義 と し た の で す。 私

た ちが 義 と さ れ る か ど う か を判 断 で き る の は神 以外 に あ り

ませ ん 。

「高 ぶ り」 の最 た る もの が
， 高 慢 の 罪 で す。 エ ズラ ・タ

フ ト・ベ ン ソ ン大 管 長 は次 の よ う に 言 っ て い ます 。 「高 慢 の

反 対 は， 謙 遜 ， 柔 和 ， 従 順(ア ル マ13：28参 照)， あ る い は

素 直 さ と言 う こ とが で き ま す 。 … …高 慢 は数 多 く の の ろ い

の 元 と な り，謙 遜 さ は豊 か な恵 み を も た ら し ま す。」(「聖 徒

の道 」1986年7月 号 ，pp.6-7)

高 ぶ りは ほ か に も様 々 な形 を と っ て 表 わ れ ます 。 集 会 ，

ク ラ ス な ど で 人 の 話 の腰 を折 った り， 私 語 な ど をす る の は，

人 を軽 ん じて い る証 拠 で す。 ま た約 束 の 時 間 に遅 れ る の は，

自分 の 時 間 や都 合 を優 先 させ て い る こ との 表 わ れ で す。

み ず か ら得 た の で は な い に もか か わ ら ず， そ れ を 自分 の

誉 れ とす る の もや は り 「高 ぶ り」 で す 。 こ と が う ま く運 ば

な い と き に は神 の せ い に し， 順 調 な と き に は， 才 能 ， 技 術 ，

財 産 な ど が主 の 賜 で あ る こ と を忘 れ， す べ て を 自分 の誉 れ

に して し ま う人 が い ま す。

聖 典 に は 「お よ そ 人 何 事 に も神 を 怒 らせ ず ま た は 何 事 に

も神 の 怒 り燃 ゆ る こ と な し。 た だ す べ て の事 の 中 に神 の御
いましめ

手 の あ る こ と を告 白せ ず， そ の誠 命 に従 わ ざ る者 に神 の 怒

りあ り」(教 義 と聖 約59：21)と 書 か れ て い ま す。 真 の 謙 遜

さ は， 自分 が 行 動 ま た す べ て の点 に お い て ， 神 に依 存 して

い る と い う認、識 か ら始 ま りま す。

そ の よ う な謙 遜 さ は， 私 た ち を 救 い主 が 示 さ れ た愛 と奉

仕 の 模 範 に導 き ます 。 ス ペ ン サ ー ・W・ キ ンボ ー ル 大 管 長

は そ の模 範 を示 して くだ さ っ て い ま す 。 彼 は1974年 の4月

に大 管 長 と して の 支 持 を 受 け ま し た が ， そ の す ぐ あ と に家

族 の 食事 会 を持 ち ま した 。 大 管 長 は教 会 の 保 安 係 の 人 が 自

動 車 の 中 に待 機 し て い る の に 気 が つ く と， 食事 を ひ と皿 盛

一)て
， 彼 の所 へ 持 っ て い き ま し た。 キ ン ボ ー ル 大 管 長 は忙

し い ス ケ ジ ュー ル の 中 で も， 自分 の こ と だ け を考 え て 人 に

仕 え る こ とを 忘 れ た りは し ませ ん で し た。 そ れ ど こ ろ か 自

分 の新 し い責 任 を， 人 に仕 え る た め の 機 会 と考 え た の で し

た。

私 た ち は 主 が 示 して く だ っ た愛 や 自分 が 主 に頼 る 存 在 で

あ る こ と を 認 識 し， 人 々 へ の 奉 仕 に全 力 を尽 く す よ う に な

る につ れ ， 愛 に つ い て も理 解 で き る よ う に な りま す 。 使 徒

パ ウ ロ は そ の 愛 に つ いて ， 「寛 容 で あ り一 ・・情 深 い」と言 っ

て い ま す。(1コ リ ン ト13：4。 モ ロ ナ イ7：45参 照)そ う

す る と今 度 は ， ア ンモ ン の よ う に行 動 し た い と い う望 み が

出 て き ま す。「私 は 自分 の こ とを 誇 らな い で た だ 私 の神 の こ

と を 誇 る。 そ れ は神 の た も う能 力 に よ っ て何 事 も す る こ と

が で き る か らで あ る。」(ア ル マ26：12)

こ の 力 が あ れ ば， 福 音 を宣 べ 伝 え， 聖 徒 を全 き者 と し，
あがな

死 者 を聴 う こ と に よ り， 人 々 を キ リ ス トの み も と へ招 く と

い う， 教 会 の 使 命 達 成 の た め に 大 き な働 き が で き る の で す。

1.

2。

訪問教師への提案

ど う した ら 「す べ て の事 の 中 に神 の御 手 の あ る こ と を

告 白」 で き る よ う に な る か に つ い て話 し合 う。

実 際 に ど の よ う に し て 人 々へ の 奉 仕 に 熱 心 に努 め る こ

とが で きる よ う に な っ た か を，訪 問 先 の姉 妹 と話 し合 う。

(「家 庭 の 夕 ベ ア イ デ ア 集 」pp.26-31，54-57，65，108-

1/1，204-205，258-60参 照)

●6月 の家庭訪問メッセー ジ●愛は……自分の利益 を求めない

目的 ：すべての人を愛し，仕えるようになる。





の で あ れ ば， そ れ を探 し出 そ う と決 心 し ま した 。

私 は前 に通 って い た 教 会 に戻 っ て み ま した。 礼 拝 に は喜

び を感 じ ま し たが ， 疑 問 を解 こ う と して 尋 ね る と， た だ出

席 す る だ け で よ い， その よ う な疑 問 を抱 く必要 は な い と言

わ れ る の で し た。 も し愛 す る 天 父 が 本 当 に 存 在 す る な ら，

地 上 の 肉親 の 父 と同 じ よ う に私 を 見 守 り， 私 が 真 理 を見 い

だ し， 成 長 す る の を望 ん で お られ る は ず だ と私 に は思 え て

な り ませ ん で した 。 私 に は神 が， ご 自 身 に つ い て何 も知 ら

さ れ ず， 私 を無 知 の ま まで 放 って お か れ る と は ど う して も

信 じ る こ と が で き な か っ た の で す 。

私 は前 に通 って い た ほ か の教 会 へ も行 き， また キ リ ス ト

教 と同 じ よ う に， イ ス ラ ム教 ， ユ ダヤ 教 も， 今 ま で に な い

ほ ど熱 心 に研 究 しま し た。 これ ら の 宗 教 に は， す ば ら し い

教 えが た く さん あ り ま し た が ， 完 全 な 真 理 に は何 か 欠 け て

い る よ うな 気 が し ま し た。

両 親 は， い つ も私 の 探 究 を励 ま し見 守 二)てくれ て い ま し

た。 ひ とた び私 が あ る特 定 の 宗 教 を 研 究 し始 め る と， 両 親

は私 を教 会 へ 連 れ て 行 くの を や め ， 私 が 自分 自 身 で 道 を 見

い だ し， 何 が私 に と っ て 大 切 で あ る か を探 し 当 て るの を 見

守 っ て いて くれ ま し た。

あ る 日の 乍後 ， 私 た ち家 族 は， 郊 外 に ドラ イブ に 出 か け

ま した 。 私 た ち は 「末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リ ス ト教 会 」 と書

か れ た 教 会 堂 の 前 を 通 りま した 。 父 が 冗 談 に 「君 が まだ行

っ た こ と の な い教 会 だ ね 」 と言 い ま し た。 私 が 父 に どん な

教 会 か と尋 ね る と， これ は モ ル モ ン教 の 教 会 で あ る と教 え

て くれ ま し た。 しか し教 会 の 前 に は ， モ ル モ ン と い う名 前

は出 て い ませ ん。 「モ ルモ ン と い う の は ニ ック ネー ム だ よ。

で も行 くの は や め て お き な さ い。 とて も風 変 わ りな教 会 ら

し い か ら」 と 父 は言 い ま し た。

教 会 の建 物 か ら私 の家 ま で お よ そ4マ イル あ り ま し た。

私 は 彼 らの 信 条 を知 ろ う と手 紙 を書 く こ と に し ま し た。 数

週 問 た って ， 支 部 長 か ら教 会 の 集 会 に 出 席 す る よ う に との

招 待 の 手 紙 が 来 ま した 。 私 は そ の 手 紙 を読 ん だ と き， か つ

て 感 じ た こ と も な い 何 か 特 別 な 気 持 ち を感 じ， 心 が 躍 り ま

し た。 で も少 し尻 込 み す る気 持 ち もあ っ て， 私 は こ の こ と

につ い て， 今 こ そ天 父 に尋 ね るべ きだ と思 い ま し た。

私 は そ れ まで 「主 の 祈 り」 を唱 え る祈 り方 し か知 らず ，

何 と言 って 祈 っ た ら い い か よ く わ か り ま せ ん で した が ， と

に か く主 が 私 に道 を示 して く だ さ る よ う に と， 率 直 な祈 り
ささ

を捧 げ ま し た。 祈 り終 え る と階 下 で 私 を呼 ぶ 母 の声 が し ま

した。 行 っ て み る と 、§・た りの 男性 が い す に座 っ て い ま した 。

彼 らは ， 私 の家 族 に末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 に つ い

て 説 明 す る た め に来 た の だ と言 う の で す 。

母 は彼 らに ， 私 が教 会 に あ て て 書 い た 手 紙 の 返事 と して
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我 が家 を訪 ね て くれ た の か と尋 ね ま し たが ， 彼 らは 手紙 に

つ い て は何 も知 り ませ ん で し た。

私 は い す に座 って3人 の 話 を静 か に 聞 い て い ま し た。 母

の 言 っ て い る こ とが こ れ ほ ど非 論 理 的 に思 え た の は初 め て

で し た 。 それ に 比 べ て そ の ふ た りの 男 性 の 話 す こ と は す べ

て 理 に か な っ て い ま した 。 そ の 夜 ， 私 は 主 が私 に真 理 を 授

け て くだ さ っ た こ と を知 り， 感 謝 の祈 り を捧 げ ま し た。

次 の 日曜 日， 私 は末 日聖 徒 イエ ス ・キ リ ス ト教 会 の集 会

所 へ 自転 車 で 出 か け て行 き ま した 。 私 は ひ と りで教 会堂 に

入 る の が 怖 くて ， だ れ か 来 た 人 に一 緒 に入 って くれ る よ う

に頼 も う と思 い ， 待 っ て い ま した 。 や が て 教 会 堂 の 中 に入

っ た と き， 私 は何 か とて も温 か い もの に包 まれ る の を感 じ

ま した 。 あ の 宣教 師 た ち は す ぐ に私 を 見 つ け て く れ ま し た。

数 週 間 が た ち， 私 は 宣 教 師 た ち か ら福 音 を 学 び， バ プ テ

スマ の チ ャ レ ン ジ を受 け ま し た。 私 は す ぐ に受 け入 れ ま し

た が ， 両 親 は す ぐに は許 して くれ ませ ん で した 。 私 は ま だ

16歳 な の で本 当 に理 解 し て い る と は思 え な い，18歳 に な っ

て も ま だ今 と同 じ よ う に バ プ テ スマ を受 け た い と思 っ て い

る な ら許 可 し よ う と言 う の で した 。

18歳 の 誕 生 日の 朝 は と て も美 し く晴 れ て い ま した 。 私 は

目 を覚 ま し， そ の 日 の夜7時30分 に は バ プ テ スマ を受 け ら

れ る こ と， そ して それ が 誕 生 日の その 日の う ち で最 も す ば

ら し い 時 間 で あ る と思 い ま し た。 私 は プ レ ゼ ン トを開 け，

そ し て学 校 の授 業 に 出 か け ま した 。

お 昼 に は， 家 族 そ ろ っ て レ ス トラ ン で 食 事 を し ま した。

食 べ 終 わ っ て す ぐ に私 は体 の 具 合 が 悪 くな り， お な か が ひ

ど く痛 く な り ま し た。 母 は私 に す ぐ家 に帰 っ て休 む よ う に

言 い ま し た。 私 は痛 み が あ ま り に も激 し く て眠 れ ませ ん で

し た。 私 は ひ ざ ま ず い て 祈 り ま し た。 主 に こ の 痛 み を取 り

除 い て く だ さ る よ う に ， そ して待 ち に待 っ た バ プ テ スマ が

無 事 に受 け られ ま す よ う に と嘆願 し ま し た。 部 屋 は真 っ暗

に な り暗 黒 が 満 ち て い ま した 。私 は恐 怖 に お の の き， この

恐 れ を取 り去 っ て くだ さ る よ う に， 天 父 に助 け を求 め て 叫

び ま し た。 気 が つ く と， す で に3時 間 が 過 ぎ て い て， 姉 が

私 の そ ば に 立 っ て い ま し た。 姉 は私 に バ プ テ ス マ の準 備 を

す る よ う に 言 い ま し た。 窓 の外 を 見 る と， 太 陽 が さ ん さ ん

と輝 い て い ま す。 私 は， 祈 り に こ た え て くだ さ っ た 天 父 に，

そ し て家 族 に感 謝 し， 教 会 へ 向 か い ま した 。

私 の バ プ テ ス マ は ， 人生 の う ち で最 も美 し い経 験 の ひ と

つ と な り ま し た。 バ プ テ ス マ を受 けて か ら は妹 に教 会 の こ

と を話 す よ う に な りま した 。 妹 は私 が 伝 道 か ら帰 っ た後 に ，

バ プ テ ス マ を受 け ま した 。 両 親 は ま だ教 会 員 で は あ り ませ

ん が ， 私 は両 親 が 私 に真 理 を求 め る望 み を与 え， それ を か

な え る方 法 を教 え て くれ た こと に，心 か ら感 謝 して い ます。□





ンズ長 老 は， そ っけ 参 く言 い ました。彼

は さ らに、こ・たつ の約 束 を取 り， また別 の

女性 に歌 を歌 いま した。

「もう一度 試 して み ます か。」あ る教 会

のそ ばの家 々へ近 づ く と，彼 は尋 ね ま し

た。

私 は ドア を ノッ クし， 待 ち ました。牧

師の服 を着 た背 の 高 い男 の人 が ドア を開

け，私 た ち に微 笑 みか け ま した。

「何 か ご用 で し ょうか
。」とて も丁 寧 な

英 国 な ま りの 言葉 で した。 彼 は， あ き ら

か に私 たちが何 者 か知 って い ました。

っば を飲 み込 み，後 ろへ さが った と き

に，郵 便受 けが ち らっ と 目に入 りま した。

「牧 師 リチ ャー ド ・カ ッ ト博士 」 とあ り

ま した。

この人 に何 と言 えば いい の だろ う。 ど

う した ら彼 の信 じてい る こと に対 抗 で き

るだ ろうか。 私 は， 口の中 で短 く祈 りま

した。 ヒギ ンズ長 老 が， 私 た ちの間 に割

って入 ろ う として いる のが わ か りま した。

不 思議 な こと に， 人 は数 秒 の間 にた く

さんの こと を思 い 出せ る もの なの です。

私 は， モ ーセ と燃 え るしば の話 を して く

れたプ ライ マ リー の教 師や， ジ ョセ フ ・

ス ミスの最初 の示現 の 重要性 を説 明 して

くれ た 日曜 学校 の教 師， 山上 の垂 訓 を教

えて くれ た おばや， 執事 の クラ スで神権

の 回復 につ いて語 って くれ たお じの こ と

を思 い出 してい ま した。私 は， ユ タの南

部 の小 さな町 に育 ちま した。私 の教 師 は，

だ れ も博士 号 の肩 書 き など持 って はい ま

せ んで した。 だれ ひと りとして， カ ッ ト

師 がお そ らく読 む よう な， ギ リシ ャ語 や

ラテ ン語 を読 ん だ り しませ ん。 で も， そ

の よ うな こ とは問題 で はあ りませ んで し

た。 彼 らが知 って いる事柄 の方 が はる か

に重要 だ ったの で す。

「私 は ロバー ツ長 老 です
。」私 は初 め て

今 まで 自分 に教 えられ て きた こ とや， 自

分 が こ こで教 え るべ き ことの力 強 さ と重

要性 を感 じなが ら言 い ました。「こち らは

ヒギ ン ズ長 老 です。 私 た ちは， あ なた に

イエ ス ・キ リス トの福 音 につ いて お伝 え

した い と思 います。」

カ ッ ト師 の表 情 に変化 が起 こ りま した。

少 し驚 いた よう に見 え ま した。「お 入 りな

さい。」彼 は微 笑 んで言 い ました。 □

40

「主が方法 を

備 えた も
キ ャ ロ リン ・シ ュナ イ ダー

「そ んなの不 公平 だわ。」だれ に言 う

と もな くつぶ や いた私 の言葉 を，

親友 のマ リア が聞 いて い ま した。

「何 が不公 平 な の
。」彼 女 は尋 ね ま した。

学 校 の帰 り道 を彼 女 と一 緒 に歩 き なが

ら，私 は話 し始 め ま した。「私 は4人 兄 弟

の一番 上 だ け ど， い つ も男の子 が す る よ

うな ことが大好 きで， 女 の子 らしい こ と

なん て ひ とつ も覚 えよ う としな か ったわ。

お皿 を洗 うの は絶対 に嫌 だ し， それ で お

母 さん と 口げん かす るの も嫌 な の。」

私 はうん ざ りして小 石 をけ飛 ば し まし

た。 自分 の家 族 に問題 があ っ たか らで す。

「そ れだ け じ ゃない の。」私 は文 句 を続

け ま した。「私 の 両親 は一 緒 に住 ん で もい

な いの よ。」マ リア は， しば らくだ ま り込

ん で し まい ま した。 彼女 は最 近 ，彼 女 の

行 っ てい る教 会 につ いて私 に紹 介 して く

れ た と ころで した。 あ とにな って話 して

くれ たの です が， そ の ころの マ リア は，

自分 と は違 う家 庭環 境 に育 った人 と友達

にな れ るか ど うか 自信 が なか ったそ うで

す。 で もマ リア は， す ぐに ある決 心 を し

ま した。

しば ら く歩 き続 けて か ら， マ リアは，

私 の 態度 の悪 い点 を指 摘 す るの で はな く，

聖 句 を用 いる こ とに したの です。 マ リア

は， 二 一 フ ァイの言葉 を引用 して言 い ま

した。

「そ こで私 二 一 フ ァイは，私 の父 に 『私

は主 が命 じた もうた こ とを行 って行 う。

)

つ 」

私 は，主 が命 じた もうこ とに は， 人 が そ
な もつ

れ を為 しとげ るた め に前 以 て ある方 法 が

備 えて あ り， それ でな くては， 主 は何 の

命令 も人 に下 した まわ な い こ とを承 知 し

て い るか らで あ る』 と言 っ た。」(1二 一

フ ァイ3：7)

モ ルモ ン経 をま った く読 んだ こ とが な

か った私 に は，教 会 の聖典 か らの引用 は

耳 慣 れ ない もの で した。 で もマ リアは私

に聖 句 の言葉 に従 うよ うに勧 め て くれ ま

した。 私 が十 戒 を学 ん でい て， そ の中の

両 親 を敬 う とい う戒 め を よ く知 ってい る

とい う ことが，彼 女 にはわ か って いた の

で す。彼 女 は， 主 が助 けて くだ さるの で

私 は その戒 め を守 る こ とが で き， 主 が方

法 を備 え て くだ さる と信 じ るな ら問題 を

解決 で きる， と言 って くれ ま した。

4年 た っ た今 ，私 は父 と も母 と も， と

て も良 い関 係 に な り， 楽 しく暮 ら して い

ます。 私 は また，教 会 の会 員 に もな りま

した。 最初 家族 の反対 に会 い ま したし，

小 さな証 しかあ りませ んで した が，証 を

強 める よ う努 力 し続 け，両 親 が私 の バプ

テ スマ を許可 して くれ るの を待 ち ま した。

気 落 ち した り， あ き らめ た りせ ずに，

どう して その よ うな長 い期 間，信 仰 を持

ち続 ける こ とが で きた ので しょ うか。 そ

れ は， 主 を信 頼 した と きに，主 が私 に戒

め を守 る こ とがで き る よう にと，方 法 を

備 え て くだ さっ たか らで す。□
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や 野球 ， そ れ に ボ ～ イ ス カ ウ トの 小 旅 行 に行 く こ とが 好 き

な こ と も同 じで す。

ま た ふ た り は教 会 の 執 事 の責 任 も大 好 き で す 。 、宝・た りの

集 っ て い る教 会 は， 喫 茶 店 と交 番 の 間 に あ る， 以 前 は ボ ー

リン グ場 だ っ た建 物 を教 会 堂 に改 造 し た もの で ， そ こで の

聖 餐 会 で聖 餐 の パ ス を す る こ と が， 、言・た り は大 好 きで す。

日曜 学 校 や執 事 定 員 会 の集 会 で 福 音 を学 ぶ こ と も大 好 き で

す 。 そ し て何 よ り も ふ た り は， す て き な 両 親 と や さ し い

姉 た ち を とて も愛 して い ます 。 レ ン と ロ ー は も ち ろ ん と て

も仲 良 しで す 。

ふ た りは神 権 の大 切 さ とす ば ら し さ に つ いて ， 父 親 と長

老 定 員 会 の 会 長 の模 範 か ら学 び ま した 。 ま た 神 権 者 を支 え

る母 親 や扶 助 協 会 の会 長 の模 範 か ら も学 び ま し た。

高 校 の校 長 先 生 を し て い る父 親 と， 英 語 の 教 師 を し て い

る母 親 を持 っ ふ た り に と っ て ， 家 庭 は大 切 な教 育 の 場 で す。

しか し， ハ リス家 族 に と って 最 も大 切 な教 育 は， 回 復 され

た真 実 の福 音 な の で す 。

レン と ロー の ふ た りが 住 ん で い る プ ラ ク エ ム ニ ー は ， と

う も ろ こ し畑 の続 く， な だ ら か な地 形 の， 朝 も や の とて も

美 し い す て き な所 で す 。 ふ た りの 家 は ， ミ シ シ ッ ピー 川 か

ら ほ ん の1ブ ロ ッ ク離 れ た と こ ろ にあ りま す 。 と き ど き，

家 族 で川 岸 を一 緒 に散 歩 した り し ます 。 ミ シ シ ッ ピー 川 の
み な も

ゆ る や か な水 面 を な が め な が ら， 家 族 み ん な の 心 も穏 や か

で 平 安 な気 持 ち に 包 まれ ま す 。

レ ンは 自分 の家 族 に つ い て ，こ う話 し て い ます 。「ぽ く た

ち は， 本 当 に幸 せ な 家 族 だ と、思 い ます 。 両 親 は ぽ くの こ と

を と て も愛 し て くれ て る し， ぽ く も両 親 を 心 か ら愛 して ま

す 。 毎 日， 朝 と夜 に家 族 み ん なで 一 緒 に祈 り ま す。 そ し て

祈 りの あ と に， 一 人 一 人抱 き しめ て ， どん な に愛 して い る

か を伝 え る ん で す。 お 父 さ ん が 仕 事 か ら帰 って く る と， み

ん な で玄 関 ま で競 争 し て走 って い って ， お 父 さ ん を 迎 え た

りも す る ん で す よ。」

ハ リ ス家 族 に と って ， 福 音 学 習 の 時 間 は とて も大 切 な時

間 で す。 ロ ー は こ う話 し て い ま す 。 「ぼ く た ち は， 家 族 で

毎 晩 ， 聖 典 を声 を 出 し て読 み ま す。 そ して も ち ろ ん個 人 個

人 で も読 み ます 。 モ ル モ ン経 を必 ず読 む よ う に し て い ます 。

お 父 さ ん が ， 今 夜 は何 に つ い て 読 み た い か を聞 い て くれ る

の で ， み ん な が 読 み た い所 を読 む よ う に して い ま す 。」

ハ リ ス家 族 は， とて も愛 あ る一 致 し た家 族 で す が ， それ

で も と き に は， 意 見 の 食 い違 い や解 決 しな け れ ば な らな い

問 題 もあ り ま す。 そ の よ うな と き は， 家 族 会議 を開 い て 話

し合 い， 問題 を全 員 で 解 決 し ます 。 ハ リス兄 弟 姉 妹 は ， い

つ も公 平 で， し か も思 いや りを も っ て， 信 仰 に よ り家 族 の

問 題 を解 決 す る よ う に心 が け て い ます 。

ハ リス家 族 の 行 な うす べ て の こ と に は 愛 が あ り ま す。 愛

は お互 い を正 直 に しま す 。 ロ ー は 自分 の家 族 に つ い て こ う

話 して い ま す。「ぽ く は家 族 を と て も愛 し て い ます 。そ して
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家 族 の み ん な も ぽ くの こ と を と て も愛 して くれ て い ます 。

家 族 が ぽ く を愛 して く れ て い る こ と を， 何 度 も何 度 も感 じ

ま し た。 お 父 さ ん が ぽ く の こ と を 本 当 に愛 して くれ て い る

と感 じた こ と が あ りま す。 ぽ く が ま だ泳 げ な い こ ろ，4回
おぽ

も水 に溺 れ た こ とが あ り ま し た が， お父 さ ん は4回 と も，

洋 服 を着 た ま ま， 靴 も は い た ま ま水 に飛 び 込 ん で ぽ く を助

け て く れ ま し た 。

神 殿 で 家 族 全 員 が 結 び 固 め を受 け た と き は， ま る で み ん

な が永 遠 の 愛 の保 険 に 入 っ た よ う な， とて も安 心 し た気 持

ち に な り ま した 。 た と え こ れ か ら ぽ くた ち の だ れ か に何 か

が 起 こ って も， 家 族 は永 遠 に一 緒 で す。」

ハ リ ス家 族 に と っ て ， ア ロ ン神 権 の 力 は， 特 別 な 意味 が

あ り ます 。 ハ リ ス家 族 が 改 宗 し た き っ か け は， 通 りの 向 こ

う に住 む12歳 の 執 事 の 少 年 が福 音 を 紹 介 し た こ と で した 。

ロ ー は 神 権 に つ い て こ う話 して い ま す 。「ぼ くは 小 さ い こ ろ

か ら神 権 を 授 け ら れ る こ と を， 楽 しみ に して い ま し た。 ま

る で楽 しみ な旅 行 の 日 を何 日 も前 か ら待 っ て い る よ う な気 分

で した 。 神 権 を受 け た と き は， 本 当 に う れ しか っ た で す。

な ぜ な ら両 親 か ら神 権 の大 切 さ に つ い て い つ も 聞 い て い た

か ら で す。」

レ ン も次 の よ う に話 して い ま す 。「ぽ くた ち は伝 道 の た め

に ， 今 か ら準 備 して い ます 。 少 しず つ 自分 で貯 金 も し て い

ま す。 お 父 さ ん は ， ぽ くた ち に ほ か の 国 の 言 葉 を勉 強 す る
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よ う に勧 め て くれ ま した 。 ぼ くは ス ペ イ ン語 と フ ラ ンス語

を少 し勉 強 して い ま す 。」

ふ た りは伝 道 に備 え る こ と や， 教 会 で お 話 の責 任 を果 た

す こ とや ， どの よ う に奉 仕 を した ら よ い か に つ い て 学 ん で

い ま す 。 ハ リス姉 妹 は， ア イ ダー姉 妹 の 家 に訪 問教 師 と し

て 訪 れ た と きの こ と を 今 で もよ く覚 え て い ま す 。 ア イ ダ ー

姉 妹 の 家 に着 く と， そ こ に は レ ン と ロ ー が い ま し た。 ふ た

りは ア イ ダ ー姉 妹 の壊 れ た芝 刈 り機 の修 理 を手 伝 っ て い た

の で す 。レ ン は奉 仕 に つ い て こ う話 して い ま す。「い ろ ん な

人 を助 け る こ と は と て も楽 しい こ と で す 。 ぼ くた ち は毎 週

月曜 日 に は， お 年 寄 りの 家 の庭 の 手 入 れ を す る こ と に決 め

て い ます 。」

ハ リ ス兄 弟姉 妹 は ふ た りの双 子 の 息 子 た ち を とて も誇 り

に思 って い ます 。ハ リ ス姉 妹 は こ う話 して い ます 。「、宝・た り

は本 当 に特 別 な 子 供 で す 。 学 校 で も優 秀 な生 徒 と し て選 ば

れ ま し た。 私 た ち家 族 に こ ん な に す ば ら し い 息 子 た ち が 与

え られ る と は， 思 っ て もみ ませ ん で した 。 私 は 女 の 子 ば か

りの家 庭 で育 っ た の で な お さ らで す。 私 た ち は 上 の ふ た り

の娘 が 正 しい女 性 に育 っ て くれ て い る よ う に， ふ た り に も

正 しい 人 に育 っ て ほ し い と願 って い ます 。」

ハ リス兄 弟 は こ う 話 し て い ま す。「、ζ・た り と も私 の こ と を

本 当 に愛 して く れ て い ま す。 そ して私 も彼 らを 愛 して い ま

す。 私 は 自分 自 身 よ り も 、ζ・た りの息 子 た ち を 愛 して い る と
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言 って も よ い ほ ど で す 。 い つ もふ た りの た め に， も っ と 良

い 父親 に な ろ う と努 力 して い ます 。 私 は 自分 に神 権 が授 け

ら れ た と き の こ と を今 で も よ く覚 え て い ま す。 そ し て神 権

を持 つ こ と が ， 私 に と って どん な意 味 を も つ の か と い う こ

と を知 っ た と き の喜 び も忘 れ る こ と が で き ま せ ん 。 私 は長

い 間 ， 息 子 た ち が神 権 者 に な る こ と を待 ち望 ん で い ま した 。

支 部 長 が， 息 子 た ち を ア ロ ン神 権 を授 け る に ふ さわ しい 兄

弟 た ち で あ る と認 め て く だ さ っ た と き に は， 息 子 た ち を 本

当 に誇 ら し く思 い ま し た。 私 は， ふ た りが救 い 主 イ エ ス ・

キ リス トの望 ん で お られ る こ と を も っ と よ く理 解 し， キ リ
そな

ス トの よ う な人 格 を具 え た 人 に成 長 して く れ る よ う望 ん で

い ます 。 そ うす れ ば ， あ らゆ る場 で祝 福 を分 か ち合 う こ と

が で き る で し ょ う。 ふ た りは ， す で に私 た ち に大 き な祝 福

を 与 え て くれ て い ます 。」

日曜 日の 午後 は， レ ン と ロ ー に と って ， とて も楽 しみ な

時 間 で す。 な ぜ な らふ た りの 父 親 で あ る ハ リ ス兄 弟 が ， レ

ン と ロ ー に ， 自分 の 子 供 の と き の話 を し て くれ る か らで す 。

ふ た りは， 父親 の子 供 の と きの 話 を 聞 く こ とが 映 画 や ゲ ー

ム や 魚 釣 り をす る こ と よ り も何 よ り も好 き な の で す。 ハ リ

ス兄 弟 は， 若 い こ ろ， 日記 を つ け て は い ま せ ん で した が ，

彼 の 話 は ま るで ， つ い き の うの こ と の よ う に 生 き生 き と し

て い る の で， ふ た りの 息 子 は ， 父 親 の そ の と きの 気 持 ち が

伝 わ っ て く る よ う で ， い つ も話 に 引 きつ け られ て し まい ま

す。 レ ン と ロー は， いつ も 「そ れ か ら ど う な っ た の?そ

れ か ら ど う な っ た の?」 と次 の 話 が 聞 き た くて 仕 方 が あ り

ま せ ん 。

ハ リ ス兄 弟 は， 、曽、子 た ち に 話 した あ と で， い つ も 、書・た り

に こ う尋 ね ます 。「き ょ うの 話 の 中 で ，君 た ち は ど ん な こ と

を学 ん だ か な?」 そ して 息 子 た ち の答 え に耳 を傾 け ます 。

ハ リス兄 弟 は ま た尋 ね ま す。「話 を聞 い て ど う思 っ た?ど

ん な ふ う に感 じ た か な?」 そ し て ま た 、冒、子 た ち の答 え に耳

を傾 け ま す 。親 子 で その と きの 気 持 ち を分 か ち合 う こ と は，

す ば ら しい経 験 で す 。 愛 と知 識 の糸 は， 決 して ほ ど け る こ
きずな

と の な い家 族 の 絆 を 美 し く編 み あ げ て い くの で す。

レ ン と ロ ー は， とて も幸 せ な 少 年 で す 。 ふ た りは互 い に，

とて も強 い 絆 で 結 ば れ て い ます 。 ル イ ジ ア ナ の 美 しい 自然

と， 雄 大 な ミシ シ ッ ピー 川 と， や さ し く義 し い両 親 と， 神

様 の祝 福 の 中 で 。 そ して す ば ら しい お 互 い の 友 情 の 中 で 。

初 め て ふ た りを見 た 人 た ち は ， レ ン と ロ ー の 見 分 け が つ か

な い で し ょ う。 しか し， ふ た りを よ く知 っ て い る 人 た ち や，

ふ た りを愛 す る人 た ち は， レ ン と ロ ー を す ぐ に見 分 け る こ

とが で き ます 。 そ して レ ン と ロ ー は ， 天 の お 父 様 が ふ た り

を や さ し く心 か ら愛 し て くだ さ り， ふ た りの こ とを よ く ご

存 じで あ る こ と を知 っ て い ます 。

レ ン とロ ー は愛 と真 実 の福 音 に よ り， ひ と つ に結 ば れ て

い ます 。 レ ン と ロ ー は， 幸 せ も い つ も二 倍 に し て分 か ち合

え る特 別 な 双 子 の 兄 弟 な の で す。 □
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美
しいピアノの音色,た くみな10本 の

指 によって生 み出 される旋律 がホー

ルの隅々までこだま し,300人 以上 にのぼ

る聴衆 の心 を捕 らえて放 しません。 曲が終

わるごとに嵐の ような拍手が起 こり,人 々

を陶酔 の世界か ら呼 び覚 まします。 この音

色 は遠方 よ り来 られた方 の美 しい両 手によ

って生み出され るのです。 この方 は私 たち

が長い間待 ち望 んできた方で,日 華友好 の

ために来 られた石井由美姉妹 です。

石井姉 妹は ピアノを専門に学 ば札 たい
そうけい

へん造詣の深い方 です。 ピア ノを教 え,後

進 の方々 を育て られるとともに,よ き師 を

求 めひたすら精進 してこられた と聞 きます。

ム撚糠総 鐙
｢占｢

撫 璋選 鰍 .1指1･:

｢レ の4泊5日 の旅 魁 これほ ど忘 れ ら

《一･れ ない思 い出になるとは思 って もみ

ませ んで した。

｢中 日交流音楽会｣で の協演 を石井由美

姉妹か ら頼 まれた ときには,正 直な ところ

お断わ りできれば と思 いました。理由 はい

ろいろあ りましたが,保 守的 な私 は新 しい

ことに飛 び込む勇気 もな く,そ れ にも増 し

て石井姉妹 の足を引っ張 るだけだ と思 い,

迷 っていま した。それで も主人か ら｢石 井

姉妹 は病気 をおして主のために奉 仕 しよう

としているんだ よ｣と 言 われ,気 がすすま

ぬまま承知 しました。

それから しば らくしたある日,神 殿 に参

入 した ときのことです。｢おのれの才能,財
ささ

産,時 間のすべて を主に捧 げる｣と いう主

との誓約 が参入の間ずっと頭の中で鳴 り響

いたのです。

アルマ26章12節 の｢私 は自分 が取 るに足

らない者 であ るこ とを知 ってい る。私 の
ちか ら

能力 は弱い。 それであるから,私 は自分 の

ことを誇 らないでただ私 の神の ことを誇 る。

それ は神 のたもう能 力によって何 事 もする

ことができるか らである｣と いう,ア ンモ

ンがアロ ンに述べた言葉 を思 い出 しました。

それ と同時に,目 先の ことばか りに捕 らわ

れていた 自分が恥ずか しく,心 から洗い清

め られる思 いが しました。主が助けて くだ

さる。これは主への奉 仕なのだ…∵･と。

台北では,渡 部 ご夫妻 をはじめ教会員 の

方々がとても温か く迎 えてくださり,感 激

で胸がいっぱいにな りま した。

音楽会 の前夜,2台 の ピアノで石井姉妹

とリハーサル をしましたが,石 井姉 妹の音

が残響のためにさっぱ り聴 こえて きません。

セカ ン ドピアノ奏者 が音 を聴 くことができ

ないというのは致命的 で した。 まった くお

手上 げといった状 態で,そ の夜祈 りま した。

どうかほんの少 しで も石井姉妹 に音を合 わ

せ ることができますように……。
●

それ だか らこそ,こ のようなすば らしい進

歩 を遂 げ られたのでしょう。石井姉妹 はピ

アノの演奏技術 だけではなく,演 奏 曲の感

情表現 にも独 創的な ものがあります。 また
みやぴ

彼女の謙遜な態度,気 高 く雅やかな気質 に

感心 させ られ ました。

私 たちは台北東,西 両 ステーキ部 合同主

催 による｢中 日交流音楽会｣を 成功 に終 わ

らせることがで きました。願 わくは,近 い

将来 再び石井姉 妹た ちをお迎 えし,こ のよ

うなすば らしい機 会をもうけることがで き

れば と思 います。その ときは再 び私 たち台

湾の兄弟姉妹 をさらにすば らしい演奏で魅

了して くだ さることで しょう。(リュウ･チ

ュンフォァ1931年 生 まれ)

韓

.

.羅

輿

本番 になって,ソ ロを弾 いているときに

マイクがあるのに気がつきました。 はた し

て石井姉 妹の音が聴 こえるかどうかです。

先 に私 が弾 き始め ました。最初の部分を弾

き終わ ると同時に石井姉妹が弾 き始め まし

た。聴 こえるのです。それもはっきりと明

瞭 に。 リハーサルではあれ ほど聴 こえなか

った石 井姉妹 の音が,本 番で はレコー ドを

聴 いて いるよ うに鮮明に聴 こえて くるので

す。石井姉妹 が私 を見守 りなが ら弾 いて く

ださっているのをひしひ しと感 じました。

演奏 が終 わったとき,主 に感謝す ると同

時 に石井姉妹 の霊的な愛 に心 から感謝 しま

した。彼女 を通 して,主 の導 きを感 じまし

た。 また,台 湾の人々の温 かいまなざしを

見 るとき,彼 らの琴線に触れ た思 いが しま

した。国籍 も言葉 も違 うけれ ども,福 音を

通 して私 たちはひとつであること,国 境 を

越 えて主につなが っていることを実感 させ

られ ました。台湾の人々の笑顔 をいまだに

忘れ ることができません。今 回の音楽会 が

日華友好の掛 け橋 となることを,心 よりお

祈 りいた します。(つちもち･え りみ1961

年生 まれ,横 浜 ステーキ部若 い女性会長)
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札幌西ステーキ部

アイヌ語でオタルナイ(砂 の浜)
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●全 国各地のワー ド部/

支部をご紹介するコー

ナーです。
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小甥警鼎癒雛畿
参加 させて もらったのですが,私 が教 会員

となったのは,今 から16年 ほど前で建 物 も

新築 されたばか りのころで した。 その ころ

は教 会員 の数 も少 な く30人 を少 し越 え る

ほどで したが,建 物 が献堂 されてか ら,ゆ

っくりではあ りますが着実 に歩み続 けてき

ました。

昨年ノ｣樽ワー ド部 は,｢ひ とつ となる｣と

いう目標 をもって頑張 って きました。 この
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目標の ひ とつ の成 果 は29人 のバプ テ スマ

という目に見 える形で表 われました。 これ

は宣教師 と会員た ちの一致 の賜で した。

昨年に続 き,今 年 も新 たに｢思 いと行 な

いをキ リス トに近づける｣と いう目標 を定

め,ス ター トしました。 この末 日の時代,

自分 自身を主 に近づけ ようと考 えるの は必

要な ことです。 きょうの 自分 よ りも明 日の

自分 は,考 え方,祈 ること,聖 典 を学ぶ こ

と,人 に親切 にすることすべてにおいて,

少 しで も進歩 しよう。 それは,そ の分 だけ
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は学生時代,街 頭で姉妹宣教師から

私 声 をかけられたことがあ りました。

耳が不 自由 な私に,彼 女 は筆記で神 様のこ

とを教 えてくれ ましたが,当 時私は宗教 に

無関心で,彼 女の言 うこともよくわか らな

かったため,そ れ以上福音 を学ぼ うとは し

ませんで した。

数 日後,家 の中で珍 しい本 を見つけ,開

けてみるとむずか じい文 章が書 かれて いま

した。 ペー ジをめ くって いくうちに,イ エ

ス様 が使徒 を按 手聖任 して いる挿絵 に 目が

とまりました。 どことなく心引かれ,し ば

らくその絵 から目を離 すことがで きません

で した。 あとでわかったのですが,そ れは

妹 が宣教師 からもらったモルモン経で した。

その後,教 会員 にな った友達 から福 音を

北海道西部,石 狩湾に面する都市,小

樽は,ア イヌ語Zオ タルナイ(砂の浜)ど

のの,南 の室蘭港とならんτ北海道の開

拓どどもに急速に発展しτまた港町τす。

明治のはじめに札幌に開拓使がおかれ,

鉄道が開通しτから,サ ハリン(樺太)を

後背地どしτ発展しました。手宮洞窟の

古代文字などの史跡もあり,北 部の海岸

には景勝地が多く丁963年 にニセコ積丹

小樽海岸国定公園に指定されました。

主に近 づくことになるのではないか,そ う

考 えたのです。

｢聖典 を学 ぼう｣
,｢日 々証 を新 しく｣,｢開

拓者た ちの信仰 に学 ぼう｣,｢家 族の一人一

人に関心 を示 そう｣と 四半期 ごとのサブテ

ーマを設 け,1年 後 の自分が今の 自分 よ り

もはるかに優 れた者 となることがで きるよ

うに,私 たちは今,頑 張っています。(まる

なか･し ゅん1953年 生 まれ)

聞 き,だ んだん興味 が わいて きて宣教師 か

らレッスンを受 けるようにな りました。耳

の聞 こえない私に,長 老たちは時間をかけ

て,筆 談 を交 えてゆ っく りと話 して くださ

いま した。それ までは,イ エス様が十字架 で

亡 くなられ たことは知 っていましたが,釘

を打たれたことは初めて知 り,驚 き,感 動

しました。

ところが私 は,｢天 のお父様,助 けて くだ

さい｣と 祈 るある姉妹 の姿 を見て,宗 教 に

頼 って生 きる入は弱い人だと感 じ,ま た ジ

ョセブ･ス ミスの見神や,神 様が生 きてい

ることを証 する教会員 に対 しても疑問 を持

ちました。 いつも祈 るとき,イ エス様 に感

謝 しなが らも,イ エ ス様が どれだけ苦 しん

で死 なれたのか私 にはわか りませ んでした。

4ロ ー カル

'

ー

1『



9つr年一口告H9右886正/冥(ρ謁竈

翠魯鰹[ζ⑦壬'邑'…程…β⑦=｣。ゑユ⑦4cGユ

η皐蟹=～》隼(ρ中ξユ謡箪幽ρゑ`ア1身4推

。4∩準雰GユG藍ミ≧翼(}羨⑦髪`Ψ4∩

率(商率母勲鮨⊃1盟π`勲o省景棚畳⑫q

⊃1>兵⑦餌寄。4∩翠皐qユG茸〉皐･｢/⊃1

囲⊃1幽⑦鰍Ψ羨曾Gユ∩回白響母圭⊃1蟹"

ユ礁Ψ魯`白茸〉翼!Y2馬/2窄騰寄禦

。享ユ⑦q茸耳甲

台簗ユ∩遜ア19〈4捷颯⑦臨〉囎よ。4∩ユ

聾一懸4⑦曾Gユq姦21)に。▽再率チ1)興〉

準∈(}=～白塾ミ^`罪1ユGユq障6母圭。#

翠qユ茎宵⊃旧鰹⑦〉【､ユη皐製埠壬留2ウ

9甲⑦糞⑦率曾律率(∂コ蟹螺ユ咳準`勲科

i腸牽士鮮挫。.巨零雰ユq!マピ∩Yぎの幽q9

螺聖9螺ロ〔吉曹21ρ螺⑦彦`》騨母槌(ρ

鼻4挫〉源】難量‡ll忍:¥:。ゑユ⑦⑫ロユ律製

2》4⑦中ζ(〃毒…旱γ2γ評～5の{zq胃取⊃匹

ア(∂η蟹⑦hf`ユGユq魏ゆ⊥善律蟹⑦

駿。⊇∫∩準自蒔ユ(～9健母二～2〔Σ禦ユ》…繋G

茸4万⑦皐`ア1担鷺受qユq)殴(〃卑4挫
。
.巨ユ⑦4Gqユγ照v中)に2>距ハ

〉こミ軍像潔挫宰=～⑦彦。4∩翠白烈母士⑦

壬骨ユ∩ぎ油障圭。4∩累∩畢鰹⑦(}q鐸

(誉等弓百零鎌腰準…万由

死6τ9･Ω､{≧望･(淑(みき‡と1)o#率宰ユ鰹2

2受.巨理`=～認9【¢曾qユ(汐G暫像Gq豪

象4>蚕1`ユqユ雰甲寧1細⊃低ぴ毅`ユ話

章享1ミタ〕揉⑦2‡!l律髪oゑ準白く4¢鰹(ρ管q

ユ宰聾⊃焔團⑦者Ψ勲晦噛雰鍵⑦羅=～9

q(2G`⊃劇⑦興…購中⑦2`劉〉測

。ゑ率白～家(}2⊇9墨=?【へ4》ユG身21尋〕捧

`象癖母樋⊃1亭〕縣(02`鰹翠;箪ユ∩妾

号摺鴉県。ゑユ9【¢望6ミラ田⊃1鯉管qユ(商

4母罫自6宰1色2酬･粧。4∩率Q覇畢(が}

姻9障鐸4⊃劇謡(ρ壬留`雰=～⑦老料挫

｢i【帳≧潭自蛍〉古乙i⑦(ト率∩ユ

6身》〉翼茸1y彦ユ∩(ト2i曾G》｣

。4∩撃ρ佃ユ単¥宰6審)翼⊃ぱ1彦(汐士留

。4∩睾Q螢母⑦(}曾讐(きユ軍宰吾【字魁⊃1つ･

⑦挫=～㌧Σ^。4∩率馨β導⊃1=～2(ハ古vきΣ^G

ゑ遅露)輿⑦壬留咳(うユ∩告搬二F図2=～【今

`‡:,推ユ鮮盛。ゑ⊂)
.⑦⊇∫6些とユGY》中⑦){と

ユ鼻射導9G=～｢･ワr…多(罫(!(ΣGき〔メ暑｣`fl推

僚ユ。4∩ユゑ紫19脚母婁…翼⊃1颯乎⑦耳｢轟

興斑(ρ歴凝o.巨ユゑ測4q量ユ年(ρ零4》

母皐∩9粧⑦遡肚fT`畢24q畢21箒毅

04∩零Gユq哨

∩劉`ユc尋⊃1牌4∩島暫⊃1∩きΣ･∩》。(き

ア∩ユ⑦9G24∩9｣～野一‡1惇当⑦日⑦髪

`(}ユ。4∩準qユ
【唱詳,推郵3∩～遜控⑦自翼･

劇含⑦忍宙平⑦を。γ吾準白～4翠1ユ忍Gξ】

身現勲超ユ期～享茸忍⑦(}c(悸1律老`〉翌

鰹忍`鰹4∩率qユq藩4壽ζ･さア1割¥

。尊∩翠雰身2癬

興v害黎(∂〉翼ユ2Y騒OI卑4身⑦騰

コ～壬骨`ユv∩鼻障日⑦萱判挫`鰹ゑユ⑦

曾茸〉翠鰹忍判禦`=～身壽曹障日9(睾冒8

`〉蛋寧,登:(∂蜘qヒ。広)
.コ～⊇⑦92曾Y

⊃暫平9像`白辛露藍像ロ⑦董`ア1雛髪

。ゑ睾白塾¢甲q量F曾Gユ
【りc宰罫⊃1

錦灘灘繋継灘禦

遭

点

ビ
･

{買ド』『』㍉
･､ド

∴4

謡∬

.綜
歪

し

◎
蔓

凝

蹴製
獄

三

､
諭

r

･

･
㎡

T
･

τ
･

T

…

'

≒

-
･

滋

で

二

羅

甲

こ

-

･
･

;
甲

｢

･

ほ

モ

ゐ

ド

　

チ
コ

ら

ハ

ザ

ド

リ

　

･
､
.
､

;

品

病
袖
三

∵

㌶

け

∵

･二

∴

岬-
:

よ

･

.
･
ー

憲

,
丁
江

Ψ

亙

荒
r

,
･
.
誌
し

ン
。
鍔
∴
F

撫

濫

添

ら

て

ロ

　

　

よ

ぎ

ポ

ん

ず

お

へ

｢
㌶

霧

∴

劉…
窄

よ

訟

㌘

丁
髭

…
…

7

Ψ

三

箒

罫

乱

=

,

詑

､

β

｣

…

;

石

き
∵

涛
£

∴
寅
遡

∴

管

∴｣
凸

ぞ

お

コ
ぼ

つ

へ

　

ね

げ

に

　

ア　

ミ
し

　
ト

　

ド

で

お

さ

ぼ

ア

一

}亭

∵
餉

∵
滋
∴

一}

■

∴
∴

∴
を

一
甲∴
一圃
以…
冨

Q亘睾

宰ユ燦コ～⊇曾鰯2白宰Gア1`=～｢(う痺(汐鴻

9【¢詳菖尋(ρミヲ〕巽｣`ゑ吾(}傷射当源鵜⊃1躰

`Ψゑ準∩白認律qζ呈2｢鐸∩!q茸準隠豪一

只一εユ∩(～2｣`⊃庫隊⑦琳癖～宰=～

。
.巨翠律障⊃像舞導源易k`∩睾習柊字･7

`コ～曾Y⊃順凝鴻乳皐G(}ユ。
.巨寧∩～喚¢コ～=)

貰震ζ事認:雛=二編ζ書1

熱ジ滋暴蜜 減霊

-

:

…
｢

'
♂

:

無
滋
⑦
◎

-

鴻

p…

;t

ー
点

｣

貼
.一

丁..
武

ま

甲

丁

置

…{
､

.
且

¶

p

Ψ

丁

…

モ

;

･

P

紅

.｣

灘

　

鞍

隅
伽

讐
魑勲 難

耀
驚磯

轡

噛
響

。齢
灘

櫨

油

認
森

｢⑦〉譲1
}

,
』
ビ
肖
ー

噂
｣ 蓑

ら

…

㌦騰
.

㌧･

纏
饗

泊1吹黙幽馨∵㌻
鱗琴緒

臥
瀞

轟
.
淵

∵
跨
峨

轟

弾　難欝撫盤1 噸灘聡･穿甥欝騨欄隅脚

嚢購

》舞盛ぜ･
夢"

臼

誕

騰

歪

樗
ち

磯

麟
濡

(璃蝦2呈暴等劉卸扉`坤率事由7Z961

2､(≠♀･俘9卑)。.巨準∩聖奉=～⊇曾望蝉

年茸饗量～L罪に1烈く}4r去。ゑ率(うユ∩1耀

劉⊃1簿4レ〉ユ∩甲宰臣豪G量｢⑦v獺

⑦響と:工身4【今ユ穿零マ幽率∩⊃,申⑦りド

。
.巨率qユ∩ρ冨ユq勲G

q撰鞘弓日彰曾添/索9【4中⑦畢蟄ユ迅/ゑ(}

<4(馨回一･吉[}母目曾宰耳シ⊃用一⑦⊇`‡:1･詠4ユ

G[彰牽厘1十呈⑦q弊。.巨ユ9【¢4q蒔奉=～⊇

曾哩ユ講(∂辮膨窪⑦≧ζΨ沓目ア1η彦。真率

Gユ∩劉箒ユG量障響とエを=～影堅(}GG

ア1ユ<7`罪17坐4G泌り'開猫⊃1〕薩当ユG哩

。4

∩率∩･7頭卑△×.4。乙y`ユηミ～宰〔幽⊃1塑

蛍G【4習～⑦菖》罐=～些離耳4率`勲蚕畢葦

竈。4∩睾書醇罫翻【噂匹qコ～咳η9鐸21

fl…}(∂推`ユ∩9qユ宰甲鰹熱宰=～⑦妾

。4∩睾白身⊃埠射導泓¢噛雛
(凸潭客呈(}2

回一律翠艮〉【4習嬉蜘噌`宰24c塁ユ

劔)免【轡1･9【酔ワ･0ゑユ(∂4(1i騨畢⑦(}qく4

習ゆ坤(か㍗ユ(勾〔母`罷⑦く×瓜4⑦螺謡回

`(}推4qユG留=～評繁暴Ψ律妾`∩
く4∩

。4∩ユ∩!吾翠算gq劉(}回劇⊃1粒`21

⑦茸壬繋9qユQ劉母毎射導(今ア(}ユコ～‡ll

鼻4罪智`(}撃=～⑦白挺⑦=～～翠(汐く∠ん/1

軽

'

司

[



イ

ラ
ス
ト

･
薮
谷
ゆ
か
り
姉
妹

●
初
等
協
会
教
師

旅 ろ卿 周迫図

耀 鱒
練.婁

d轍 鴬

璽 聯
亭 れ 幌 ハ

ゴ区
'ト樽 継

'{a

,壌鞍

｢

〔懇

凝
1難講が が

聯箭轟 。

踊 銑難.

ド･
.㍑ り 旨声､･璽 讐

騎
暫

翼

嗣

野

･
.
繍

～

-

･

齢

.イ
伽蛭ζ 再.㌧ロニぷ
ゆ ゆヌ ぜ

端
一 難

o

轡

｣

小樽ワード部教会堂

〒047小 樽市畠岡り一6り

盈0/34(32)7969JR小 樽馬尺から徒歩5分

たとした ら……。｣ぞ っとする思 いで した。

力の限界 も近づいていま した。私 はひ とり

この子を このような恐ろ しさと心細 さの中

から,死 の世界へ旅 立たせるの なら,必 ず

私 も一緒に行 こうと決心 していました。

危険区域 を知 らせ る黄色 のブイの ところ

を過 ぎました。私 はその とき悲 しみが込 み

上げてきました。長男の ことを思 い出 した

か らです。あの子 をおいて死 ぬわけにはい

かない。 まだ若 い,こ れか らも多くの問題

を乗 り越 えなければならないであろう私 の

もうひと りの息子 です。心が引きちぎられ

るような悲 しみで した。｢神よ,助 けて くだ

さい。｣必死 の叫びでした。絶叫に近 い心の

叫びだったのです。

そのときです。大波 が私のす ぐ後 ろで起

こり,私 たちはまた水 中に引 きず り込 まれ

ました。 ぐいっと前方 へ腕 と足が引っ張 ら

れたような気が しました。その とき,不 思

議 なことが起 こりました。あの大波 の去 っ

た後,だ れかが私 を地面 に立 たせ ました。

まるで ス トンと置かれたようです。｢立てる

わ よ!｣｢立 ってごらんな さい!｣あ の ときの

息子の笑顔 は生涯忘 れ られません。

私た ちは しっか り手 をつないだまま一気

に走 りました。何度 も大波をかぶ りなが ら

ひたすら岸 まで駆 け上が りました。

岸 から見ていた母 の話 はこうで した。海

水 の色 でふた りが潮 の川 に流 されているこ

とを悟 ったとき,母 はあわてふ ため き,必

死 に手 を振 って私 たちに危険 を知 らせ よう

としました。で も波の音 にかき消 されてそ

の声 も届 きませ ん。駆 けず り回って男の人

に助けを求 めま した。で も皆 自分の命が大

切で した。土地 の人 は,土 用波 の恐 ろしさ

をいや というほ ど知 っていたのかもしれ ま

せん。 ついに母は,が っ くり砂 浜 にひざを

折 り神 に助 けを求 めました。

そのとき母 は,私 たちのすぐ後 ろに小 山

のよ うな白い波が起 こりラ私 たちを岸辺近

くまで押 し出 したのを見 たのです。母 は｢あ

の大 きな波 は,あ なたたちの後 ろだけに し

か起 きなかったの よ。まったく突然 に。 白

い巨大 な波 だった。あなたの神が救 って く

れたに違 いない｣と 話 して くれ ました。

もしも科 の心の中 に,神 に対 する深い愛

の思 い と,感 謝 と信頼に裏 づけられた従 順

な思 いがあるのだとした ら,あ の 日を契機

として変 え られたのか もしれない,と いつ

も思い ます。私 も息子 も特別 に与 えられた

.命 を決 して無駄 にしてはな らないのです。

私は生涯神 を証す る者になろうと,そ の と

きか ら決心 しているのです。(ふ した･あ き

こ1941年 生 まれ,扶 助協会会長)
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